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現 / f t  t t  F ヨ善 の 子 音 体 素 に 関 す る 一 所 先

― F 3 ネ 孝 と の レL 義

ネ  新 走

日次

0.rよじめに

1 .先行冴 克

2 .商る子 [ p ] [ p ` ] [ 6 ] [ m ] [ 0 ]

3 . 歯基子 [ t ] [ t ` ] [ ご] E n ] [ s ] [ t s ] [ t s ` ] [ 1 ] [ r ]

4 . 歯基攻口主ヤ  [浄 ] [だ] [ | ] [ , ] [ い]

5.夜口蓋孝 [|][p]

6.軟口主子  [k][k`][g][コ]

7.声「電子  [h]

8.子締木子者  [m][n][コ][p][t][k][?]

9.者神主者   抑 ][お]

10。おわりに

[付表]反門袴子才分布表

・主要参考夫献・

岳ヤ培,1956,『反門子系』(科学虫族社)

輩同わ,1957,『反門方吉的者韻』 (ヤ共所鬼院歴史所え所隼子1)

友衆碍,1960,『濃告方吉杭妥』 (夫字夜学生版社)

ヤ鳴幹た,1977,『間拷えあ島方吉基夜拷彙隼』 僚都鹸 キアジア・アフリカ静納所筋)

虐伯憲,1981,『塊代湊を方吉』 (湖北人氏虫版社)

鄭振南芳,1995,『浙西南方吉的te声母庇落塊泉』(『兵告わ闘拷的え技所先比と縮はほ社)

0.はじめに

反門告 とは,塊在の反P l市の開え区と思明区の向区でを されている次義の反門客 とそれ以外

の反門市の区と反「]市の郊外でを されている広義の反 r l告とがぁるが,本稿で吉 う反「]をは前
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現代匠門語の子音体系に関する一研究

方の次義の反門告のことであるが,反門市の人々が言 う反 F]善も前方 を指す。

反門袴の音声 と子顎に関する所先は歴史を激れば,十 八せ亀末にえガ1の黄謙の『彙才妙修』と

その後溝川の謝秀嵐が綿隼 した『雅体通十二子』,いわゅる「間拷十五者」がある。 しか しこれは,

間告 (主に泉州1を,淳州拷 ,反門を など)の研えのヤに垣間える反門告の研えであるに重ざなかっ

た。アヘン戦争の後,南 京余釣により二港 を開港することになり,上 な,広川1,福ガ1,寧次 と一劣

に,反 門は「ニロ通商」の重商港の一つとなった。近商と布家の為に相次いで反間を訪れた宣教

卸たちは,当 然のように反門客の研えに注意 を払 った。ヤでは童妥 なものは次の二冊の幹書で

ある。1899年によ族のCarstairs Douglasの『反門白を字共 (Chinese―English DictiOnary of

the Vernacular or spoken Language of Amoy)』と1913年に出版 したW.Campbellの『反門者新字

共(A Dictionary of the Amoy Vernacular)』である。その後1920年に,月 労明などによって「反

孝社」が,1突され,「音声学に使い反「]孝の子と字を待tえし,こ れを推 しひろげ」,「反崎拷でメて

反「母告地域において夫化逗勃をたこし,教 育を普及 させ,氏衆の知裁を増整させよ」という宗旨

のもとで,『反拷八r]』,『衛生各を』,『反告短縮小党』とえ知出族物『お南針』をとし,反F]拷の研え

を本格化 した。ただし,これは本稿の直接森ずる対象ではないので,ヌtの状会に義ることとする。

本稿で言う「塊代反門告の研鬼」の時期は岳ヤその『反Pl音糸』発表以後の時期と定めたい。岳

常培の『反「電子糸』はすでに1931年に出版されたが,そ の後は戦争と内をしでヤ国国内での反P]告

の所先は空白にとい状態だったので,1950年代から(羅ヤ考の『反円者糸』の尋族をきっかけに)

現在に二るまでの期間を「塊代反門孝研え」の期間とする。なお,本稿で挙げる袴例はすべて1987

年以後に来録 した秋残奔料に基づいたものである。

経常培の『反門子糸』は乳代反,1拷の子声体糸に関する先行所完のヤでは権威白々な発孝である

が,本稿は羅ヤその1956午昇族の『反「]孝糸』を取 り上げ,年代711にその他の先行研究の成果も踏

まえながら,反門拷の子音体系についてお じることにする。

1.え行研先

岳常をは『反門子糸』のヤで,反門告の子者体糸を下記のように示している。

反「]的善子

技  b  疾

締  1  離

及  g  宜

羅ヤを1956,『反Pl孝糸』p7よ り

nl
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t  夕。

k  傷(

?  声々
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上屯の表は,縦は調者法 を示 し,横は調音点を示 していることがわかる。これはヤ国伝範的 な

音声表屯法であり,今でも技用 されている。

上屯の羅ヤ培の党 (以下は羅党 と略す)では,反 「]告の子子体 糸は20個の子者でまとめられて

いる。「孝母」とは一般的にヤロ告の者締初頭子子をおすが,声「]閉鎖子の[?]についてだけ,岳抗

は,「単用の張母の前かを子の八声の張たに往々にしてこの子子が存在する」と示 している。すな

わら,この声「]閉鎖子の[?]は子締初頭子子 と子節未子者の的方にたつということである。本稿

ではこの声門閉鎖子の[?]については者締未子子 としてのみ次 うことにする。そして[1]につい

ては羅光では攻裂的 な性質をもつ者であると分析 され,荻衆子の相 に三 き,これは後の所えに大

きな彰響 を与えたところでもある。

上北羅抗の子者表では反F]をの子者体 糸を20個の子者 をもって精療に分析 され,特 に我捧子

の口主化子を明示 している点では羅党の特徴 であり,羅 党以莉の先行所えにんない成果でもあ

る。羅筑が後の反門告の音声の研先に権威的 な地位にた り免けた理むでもある。

しか し,岳先には下記のような不佑があることを指摘 しなければならない。

その一,羅党の表亀では,[b]と[m],[1]とこn],[9]と[。]は対主をなしているように見え,子 韻

会的には[b]と[m8,[1]と[n],[g]と[コ]は相補分布 をなしているとい う反「1拷の特供 を示 されて

いない。子声学的にえても,[b]と[m],[1]と[n],[g]と[8]は蓉接 な関係にあり,全 く果なる子で

はないことは本稿の後述のとおりである。

その二,羅抗では,我捧子[ts]と[ts`]の口主化子は示 されているが,摩素子[s]と[h]の口主化

子は示 されていない。

その二,岳抗では,有声の攻捧者の口主化者[dみ]が示されているが,こ の子は現代反「]拷には

存在 しない。

その口,岳党では,[b],[1],[g]は右声の荻裂子であると示 されているが,後4の ように,こ の

3つの子 とも有声音であることには具義はない。 しか し,そ れは有声の荻裂者ではなく,右声の

八我子[6],[ぜ],[す]である。

その二,[1]についての北述である。これは羅抗の成永でもあり,後の研えに長 も大 きな影響を

及ぼ した記述でもある。 しか し,羅抗のこの記述では,上屯口にお拍 した八破子[ぜ]の音声 と,後

■の辞 き者の[卜]と[r]及びね!協者の[1]が反 門告 に存在 しながら,これを写1っくるめて夜裂的4RIl

岳子[1]であると屯述 されていた点は,羅抗 までお拍 されなかった塊代反門者のこの音声事実が

羅党の後 も長い間明 らかにできない停字にもなったわけである。

上壱この岳党の不佑については不え全 ながら後に夕 しずつ惨ェ されてきたその他 の先行所鬼 を

年代の順 をとって代表的なものを下丸のよう示 しておく。

まず,1950年代では,音同わ1957の『反「1方吉的子韻』を挙げることはできる。下記のように反
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現代匠門語の子音体系に関する一研究

輩同わ1 9 5 7 ,『反門方吉的者顎』p 2 3 2よう

濁   清 捧

b/11

ユ/n

dz         s

gん

h 義

S 少

岳

を失

を音

を根

接

合清

p

t

ts

k

O

碁 母

次 清

p`

t`

ts`

k`

上亀のように輩日わ19 5 7 (以下は音党 と略す)では,子 報会的に反門拷の子子を分析 されてい

る。表の「喉」(声門子)の相 には羅党の[? ]がなく,下に「O」が示 されている。「O」はゼロであり,

ゼロ声母 と言い,すなわら者締初頭子子がないことを示 している。羅乳の[dみ]を[ d z ]で表宅 して

いるところは体然 として間処 を残 している。 しか し,[ b ]と[ m ] , [ 1 ]と[ n ] , [ g ]と[ o ]の3組の子 を

b/ m , 1 / n , g / 1 3と表北 したことで,この3組の子の関係はよ く表 され,評価すべ き成果である。 しか

し,この3組の子の実態は花との上ではまだ明らかにされていない。

次は19 6 0年代では差衆勇キ19 6 0の『濃各方吉極要』を奉げることができるが,そのヤの反'3拷の

子音え を以下のように示す。

反門子糸  麦 衆島11960,『湊告″吉杭妥』p243より

声母表

穴る者  p  t t  p `  次  b  衆

を失子  t  t t  t `  結  1  群

を根子  k  t t  k `  故  g  i

喉 子   ? , O伊

を常子  t sと  t s `差  ( d z岳 )

( 打丈) ( げ海) ( 皓え)

表禾、峰年1960(以下は友党 と略す)では,「転孝」(声門音)の相 に羅党の[?]とを光の[O](ゼ ロ)を

援用 してえ北 されている。そ して「を章子」(歯基・夜 口蓋者)の相 に羅抗の[dそ]を[皓]に,そ して

輩党の[dz]と一劣に奉げている。差抗は〈)を用いて具子を表す ところに特徴 がある。

しか し,表 抗では[ts],[ts`],[dz]の口主化子 を表屯 したものの,[s]の口主化幸[●]の北述が

え当たらず,[h]の口主化者の亀■ もえツたらない。そして,[ts],[ts`],[dz]の口蓋化音 をそれ

ぞれ夜 口蓋歯基子の[寸],[ド ],[佑]と表屯 しているところは,実際の音声 とはかけ離れており,

不主坊 である。と しろ羅抗の歯基夜口主子の[t●],[to`]の表屯は鋼子点の記述が猪蓉であり,的
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をである。

以上は50年代 ,6 0年代の主 な先行研完 をえてきたが,周 チoのように,1 9 6 0年代ヤ期から19 7 0年

代後半までは,ヤロ国内でいわゆる「大学」とい う政治違勃が起 きてぃたため,反「]告の研鬼はお

ろか,すべての分野にわたって学術に関する所先らしい研完はえられなかった。夕 なくとも関係

所先の出族物は鬼当たらない。そこで,直接的に反門落の所克ではないが,関 皇所えではヤ鳴幹

た19 7 7の『間告泉占島方吉基夜拷彙隼』を奉げることができる。このほか,ヤ鳴の『福食告におけ

るい くつかの音声的特徴』(アジア・ァフリカ吉告夫化所完4)や『福史告の頭子子について』(アジ

ア・アフリカ吉告夫化所鬼6)を奉げることができる。これは聞由方吉台湾告について論 じられた

ものであるが,反門拷の所先に有用であるので,併せてそれぞれ を以下のように示 しておく。

Aえ    泉 h島 方吉の子顎体 糸  ヤ 鳴『間告泉h島 方吉基礎拷彙隼』p2 0より

p     p      b              m

t     t`                       n       l

C     C`     z       s

k    k`     g            atl

B表   福 走告の声母   ヤ 鳴『福定告におけるいくつかの子声的特徴』p144より

p    t             k       ?

p`    t`             k`

b     l                g

ts   お,

ts` だ

dZ   d彰

s    e              h

El    n             均

C表   現 代格走袴(台湾拷)の頭子者  ヤ 鳴『福定をの頭子音について』p76より

p     p`         b       m

t      t`                     n       l

d

ts    ts    s    dz

to   te`   ●    dみ

k    k`         g      コ

?          h
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現代匠門語の子音体系に関する一研究

Dカミ 預子子の子顎体糸 ヤ鳴『福史告の頭子音について』p80よ り

/ p

t

C   S

k`

h

上をのヤ鳴抗では,cえとD表でそれまでのえ行所先にえられない[d ]の北杢がはじめて示され

ている。特に,[ d ]と[1 ]をそれぞれ独立 した孝者として/d /と/1 /をたてたことはこれまでの先行

研完を起えた茂呆である。者声そのものの北■としてはまだ問処を解決 していないが,大きな進

ナである。例えば,ヤ鳴『福史拷におけるいくつかの音声的特徴』では,

「一奴に台湾人は日本語のダ行者をうまく本音できず,〈子供〉をく衣〉,く電気〉をくレンキ〉

のように容者する。これは[d]をもってい/Fいことを示す ものである。」

としながらも,者者としては/d/をたてている。台湾告の宅■ではあるが,1の音声は後述のとお

り,卒さ子[r],[卜]と4Rl岳孝[1]が純泰 されており,b,d,9は右声の八我音[6],[ご],[」]である。こ

れは反「]孝だけではなく,え h島 方吉や台湾告 をは じめ,泉州1を,淳州1孝などすべての間南方吉

が共有する者声塊衆であると告方は考える。

1980年代 に入 ると,ヤ 国では夜字鋪次 を掲げて,各済の舌だけではなく,キ術所先の分野でも

今までにない汚気がえられた。倉伯薫198 1の『塊代湊拷″吉』を挙げることができる。

倉伯憲198 1 (以下は倉党と略す)では反F]をの音声を者議会的に下屯のようにまとめられてい

Z

g   尋

る 。 声母 (14個)

p tt  p  顔

t tt  t` 他

ts tt  ts` 虫

k tt  k` 可

O 共

倉伯薫1981,『塊代濃各方吉』p188よ り

「]  (m)  盲

身  (1)(n)会 長

時   (dz) 八

告   (0) 雅

h      事

衣る

を失

を音

を根

接者

(注:上屯では原夫の例字を一部右略 した)

倉党では,/ b , d , g /を者景にたてて,[ m ] , [ 1 ] ,こn ] , [コ]をそれぞれの果子とした。特に,1とdにつ

いてはそれまでの先行所先とは下をこのように主う分析をなされている。

「線!子1は反F]拷のヤでもすでに閉鎖子dと併谷 し,1 -はd―の具音であると笑めてもよい。」

しかし,店光もb, d , 9についてはその閉鎖性が弱 く,鼻f子とをもっていると指摘 したにとどまっ

ており,それ以上の分析はなされていない(倉伯薫19 8 1 p 1 8 8を参照)。
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このように,岳光以後の先行所完は岳党の成果 を援用 し,岳党の不備 を惨工 しながらよう清宕

でユつ工々 な北述 を式み)よい成果 をkめ たことは上記のとおりであるが,八我子などの宅この

Ftl処は未解決のままである。

以上えてきたょうに,50年以上にわたる反「]告の子者体 糸の研先は大 きなえ呆 を挙げながら

も,まだ夕 なからぬ宅4の 間恕 を今 日までに残 している。ここではえ行所えの成ネ をお、まえ,友

用 させて もらいながら,反門拷の子子体糸について,争オの所鬼給呆 を下能のようによとめてみ

ることにする。

なお,先行研究では列南処にされた者締未子子p , t , k , ? , m , n ,コを併せて表屯 しておく。

反 F ヨ者 の 子 子体 糸表

く, 二: ( ) 内 は 果 音 で あ る こ と を 示 す 。)

上をこのえ行研えを念頭におき,羅 党 を取 り上げて,先行所えの北述 を振用 しれデ1をか え,北吉

拷や日本袴 などとンL萩 しながら反門孝の子者を分析 してい くことにする。

2.的岳孝 [p],[p`],[6],[m],[o]

反 Pl告の岳る子の特徴 は,まず調者点は北吉孝 よりも自本書のそれに仏ているし,日本袴 にあ

り,北吉孝 にない向岳摩捧子[0]が反「]客にも存在する。そして八荻者[6]が存在することは,反

門落の子子の特徴 である。

[p] [p]は 無声黒気のれる我衆者である。IPAの[p]の黒気子である。

[p]については羅党では,

フランス告のp者よリタ し挟化 しているが,北 吉拷の「北」や升陽の「傍」の碁子の

ように[b]になるほど挟化 していない。

療
頭 子 子 ネ 子 子

と

主 孝 的 子 者
的 を 子 競 ≧ 者 歯 峯 ・表 口 差 子 去 口 差 舌 声 的 音

募

　

裂

黒 気 者 p k p t k ?

有 気 幸 p k`

入 我 者 6 ご g

鼻 音 くIn) (■ ) (●) (」l) (13) m n O  印 も

吸

　

環

黒 気 音 捧

有 気 子 tざ 拝

舜 捧 吉 く0) (c) くo) h

側  る  者 1

,半 き  音 くr) くい)
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としているが,これについてヤ鳴抗では,

北志。ォ陽にくらべて反門方吉のそれがfortisであるとの強北FP衆を■えるのは,

転頭化の程友の法によるものであると思われる。

とお拍 されている。

これについてはまず,羅抗の北ま告の「扶化」であるが,この「軟化」はすなわら右声化のことで

ある。ヤ鳴党のいわゆる「接頭化」も北京拷の有声化 をお していると思われるが,ただ,普通「張頭

化」や「喉魅化」は無声子であるため,茂春的には北ま告の「文化」は「有声化」のことである。北吉

拷 には右声の我裂者は存在 しないものの,黒 声黒気の攻裂子が有声化する塊余はよく純泰 され

る。例 えば,北 志告の「レL技 [pi3みia04](レL技)」や「キれ[tざγl pa3]」などの [p]は 声鋼の関係

(いずれ もな子鋼の第3声である)もあって,[p]が [,]へと右声化 し,史に有声者の[b]となって

発者 されることもある。これ,ま,右声子は普重声門を閉じて調子するが,北吉拷の黒声無気子も

一奴 に声門を閉 じて調孝するため,黒 声黒気子の右声化がた きる原因の一つであると考えられ

る。日本を にも黒声の無気者がれ泰 されるが,普通,声門が輛いたまま親子するところは北京告

のと根本的にミ うけR部口那1984『音声学』pl13を参照)。これについては,日本人学生が北=告 の

無気子を学習する例 をえてもわかる。日本人学生が北吉告の無気子 をなかなか習得できないの

は,主な原 因は声「]を閉 じて本音できないからである。声間が開いているか閉 じているかを白

党 させるには,を が歯基についているか夜 口主についているかを自党 させるよりもはるかに難

しいことを,争方 白力 も各験済みである。北吉告の黒気子をうまく容子できない学生に,日本告

の汚者のようにと,すなわら右声子のように本音 しなさいと,そして北志告 では黒声の無気子と

有声者は日本告の濁子 と清者のように区711しないからと抗明をル えてよ く容音指隼をしたもの

である。

しかし,反門告の黒声黒気子が親子の際,声 P]がある程友開いているため,北吉告のような右

声化はた さに くい。これは反「骨拷苦考が日本告の本音 を学習する際の誤用例 を鬼てもわかるよ

うに,北志告を考が日本拷の海子を清者の黒気者で代用する一方,日本をの清子 を濁者のように

な子 したりするraR長いも純泰 されるが,反 門努を考が日本をの濁子を清者の黒気者で代周する

FaR主ぃがあっても,日本告の清子を濁子のように本音するFtRミいはほとんど純秦 されない。

もう一つ,羅光 とヤ鳴抗 とも触れていない調辛点に関係する爾処がある。北まをの無声黒気の

我裂子[p]の軟化は,声門の輛閉に関係するほか,的るの閉鎖の絵霜にも関係する。北=客 の黒声

無気子は右声か黒声かようも,息さえ出さなければよいわけであるので,有気子のように口産内

の気左 を岳めて調子するた妥は全 くないため,的 るに力を入れて閉鎖 を形成する努力も妥 らな

い。これは有声の角る子についても吉えることであるが,北志告の[p]の的るの閉鎖は[b]と同 じ

く
｀
らい霜いことがわかる。したがって,反門搭の[p]はフランス告の夜子 (fortis)ほどれるによ
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る閉鎖が維 くないが,北 =告 の扶子(l e n i s )よりはれるによる閉鎖が強いわけである。

一方,日 本告のをヤのパ行者の子者にも無声黒気の我衆者 [p ]が純察できる。例えば「一杯

[i p i a i ]」や「一匹[i p : k i ]」,「一月R[ i p : u k山]」,「一兵[i p i e i ]」,「一方[i p : o : ]」などに鬼られる[p ]

がそうである。日本をのこのような黒声黒気の[p ]は反門袴の[p ]とはキヤに仏ている。反「]告

の[p ]の客例 を下屯のように示す。

告71 1  ネ未  [ p u n l a i ]  (本 未) 不二不口  [pusanpuli] (と しげな)

布/4 [p9ts`ui] (布 坊れ)  水 枢 [piコtu] (本茂淳)

荻え  [pa。卜j9] (フト侵をする)友 麦某  [peli3tS`ai](ホ ウレン半)

ただし,日本告のバ行者のような右声黒気の的摩孜裂子[b]が反P弓告には存在 しないため,反

「弔落孝カダ日本書のバ行子を学どする際,例えば,アルバイト[arubaitO]を[arupaito],含え[bi

mbo:]を[6impo:]のように碁舌したりして,反 「]者の黒声黒気の的各我裂子[p]で日本をのバ行

子の有声黒気の的辱攻裂孝[b]を代用するrtR主いが純春される。

[p`] [p`]は無声右気の的る攻裂音である。IPAの[p]の右気子である。

[p`]は岳抗によると,共 告のpにとい音であり,ヤ回袴のほとんどの方をのp`と同じ子である。

反門告の無声行気の前を攻衆者[p`]は鋼子の際,的 るに力を入れて閉鎖を形成 し,口産内の

気圧を高め,攻裂の際,姉からのキ気が募いよく口みを攻って流れ虫る。[p`]は反F]告の的る音

のヤでは,一春口るに力を八れて鋼子する本子である。これは北志告の「害竹[xaip`a](昨い)」

や「荻壌[p`oxuai](攻残)J,「れナJ[p`ipr an](れジ1)」などの[p`]とは同じ者である。日本袴では,

「パパ[pr apa]」や「ピンポン[p`impo。]」,「ページ[pr e:能i]」などの拷頭のパ行者の子子も普通,右

気子の[p`]であるが,反 門告の[p`]はこのような拷頭にえられる日本袴の右気者の[p`]ょりは

口産内の気圧が高いため,我裂の際,虫友 りに強いキ気が流れ出て,量も多い。ただし,日本拷の

容者のヤの,「パーッと行こう」の「パ」の子者[p`]はかをう虫友うのキ気が強 く,気流の量も夕い

ので,反 門静の[p`]とはキヤに仏ている。反「]おの[p`]の拷Fllを下北に奉げる。

告例  拍 宮珂  [pr akuanei](訴 松する)  打 横  [pF ara?] (狩猟)

(ピー タン)舟攻鼎  [loopr a↓Ia](会 を疾す)  え 牽  [pr itan]

淳有 [pr upr a]  (ぉろそか) 酒 配  酌 づiupr e]  (右)

[6] [6]は 電右声黒気の角るの弁孝性八我音である。IPAの[6]とは仏ている子であるが,弁 子

との八攻子であるので,後盆する鼻母音の影響でキ子化する点では主 う。

[6]の記述は今 までの先行所先には几ヨたらない。羅抗ではこの子 を「脅るの有声無気の攻裂

子」[b]であると北述 し,下花のように示 されている。
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ただし,喬るの接触は経 く,荻裂の力は招い。其袴のb者よγずっと軟化 している。

うっか りすると,mの子 と泥同 して聞こえることわSよくある。

羅党の記述では八破子の[6]の北玉がえられなかったものの,[b]の者は荻裂が招 く,鼻者性の

あることは指摘 された。そして,登抗でも,「bは軟子であり,時にはやや鼻者成分 をもつ」と指摘

された。

一方,表 北 では上北 と同 じお拍 をしながら,兵に,bは '兵ガ吉のやや章気のb`,g`の者色とは

明 らかに具 なり,力方吉のb,gとほぼ同 じである」とお摘 している。

これについてはむしろその主である。加方吉の[b],[g]は紀粋の右声の荻衆子であり,争方の

母告 である永州方吉は力方吉の下住方吉であるが,永 州1方吉の[b]は紀搾 の向を有声者であり,

反P尋者の[6]とは全 く主 う子である(朱1995『ヤ回拷永舟1方吉の子声』を参照)。兵方吉にこそ,反

門者の[6]と同 じ子が存在する。郭後1995によると,

新と若南部の八つのネに行声のえ声門四鎖子?b,?dが存在する。(ヤ略)この子子は

また上々の郊外ネにも範泰 される。赴えを1928はなと と浦えの南に にとの報告があ

り,麦家幹など1960は滴えのア11沙を■ル した。後ユ大学兵孝所克室の調査によると,

ネ安,全th,嘉え,上海ネ及び市街医のた派にも右声の先声「弓閉鎖子が存在するとジJ

明した。例えば,「疱,帝」は全Jt,永嘉とも?bol,?da5と先む。

え声門囲鎖孝?b,?dの長大容隼地は古百建地区のお瑞であり,海南の間南方吉以外

に,広くチワン族の劣吉告に分布 しており,(ヤ喀)このほかタイ告,ラオス告………

ベ トナム善などもそうである。(ヤ略)浙とお南部,上海兵拷の?b,?dは隣調であるが,

海南の間南方吉やチワン劣吉努の?b,?dも同じく際調である。(妄卜後1995,p67を参照)

と示されている。芸卜振1995(以下は郭転抗と略す)の「有声のえ声門閉鎖子?b,?d」とはすなわち有

声の八荻者[6]と[ご]を指す。4猷 田11964『洛南方吉ヤ的喉基者』ではこの音を?6,何と表北 し,そ

して率猷田11958年の『洛南島海口方吉ヤ的攻気者』の6,ごとは同じ者であると示されている(『ヤ

固告夫』1964年第6期p463を参照)。

なお,海南島の洛口・夫ヨ方吉の八荻者と反門袴の八荻子との関係についてはすでに朱1995の

『ヤロ袴海口・夫3方 吉に見られる八荻子について一反門方吉とのレL技所え』(愛知学院大学教泰

部蕉こ妥1995年第43巻第1テを参照)で述べたとおりである。

そこで,下北は八攻者に関する夫故をヨ1用し,八我子の花とを明らかにしていく。

A.ベルティル・マルンベリ考,大結係大矢,1976,『音声学』p39

声門を閉鎖 したまま喉頭全体を下げ,そのとさ生ずる気流によつて発せられる子。アフリ

カのを吉告に広 く用いられる。
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B.月R部四弥,1984,『音声学』pl16

[b]の構 えをしながら頬をお、くらませ ないで声帝を振動 させようとすると,接頭全体が下

る重勤 をするのが柔められる。この場合には,接 頭の下行重勃によって生ずる気流によっ

て声帝が振動するというような給呆 となる。このような方法によって容せられる「右声入

荻者」をPikeは[b↑][d↑][g↑]で表 している。(pl19の注 :国際音声字母の[6][ご][す]などで

表すSindhiをおよびBantu告のvoiced implosivesはこの子であろう)

同p168の補党

「有声八攻者」の調者のえ述は,Pikeのそれ としては誤 っている.………次のように次める.

この[b]の閉鎖 をそのよまにしておいて,口むろに溜 まった空気 を主に府の

方へ吹いこと際に生ずる気流で声帝 を振動 させることができる。このような

主の気流で生ずる不え全 な声 を持免部にともなう我裂者 を Pikeは vOiced

implosives《右声八彼子》とキ び[b↑],[d↑],[g↑]で表 している.

ただ し,私が116頁に宅述 したような音 も存在する……….

同『音声学カセッ トテープ テキス ト』p35

p.116, こ こに北述 した右声八攻子[bFa][d↑a][9↑a]

p.116, 私 が海南島の方吉のを し手から習得 した有声八戒子.

[6a][ba]

[da]  [da]

C.戎生行太杯,1988,『音声学 新友堵苛族』p78

声「]を閉鎖 しておいてから荻 去子 とは主に,口むろに溜よっている空気を本み杢むように

して鋼子する。ただ し,次出子とは兵なり,え合には閉鎖 されないのが普通である。徒 って,

これらは一奴に有声子 となる。なお,母音が後免すると次 虫者と同様 に声門が閉 じた状態か

らた次 に関 (た め,声「]攻裂者を作 って苦 しそうな声主てとなる。兵にP.Ladefoged(1971)

は,八我 子 と閉鎖子のミいを種類の冴」ようは宰ろ程皮の差 とえた方が良いとしている。段Pら,

同書によれば閉鎖音よりも沢tLの空気を本みへんだ上で,兵にすばや く調子をすれば八攻者

にとい ものができるとい う。

上宅の夫献では,八我者の屯述についてはまず次のような共重点がえ られる。

1)声P]を閉鎖する。

2)調子の際,接頚下行が訳められる。

3)口むろに溜まっている空気を本み杢む。

4)3)で生ずると気流で声帝を振動 させる。
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ただ し,Bのほ部では,Pikeのいう八我者[b↑][d↑][g↑]とな南島の八荻子[6][ご]とを考オが煮

裁的に医房Jしている。ただ,補抗のところの「空気 を主に府の方へ次い込む」とあるが,この「吹い

込む」は「本み込む」の誤 うではないかと考えている。なぜ なら,「次い込む」の表現では「攻着子」

や「攻気子」を主想 させる恐れがあるので,電力 な表現ではない。

妄ド長1995では,八攻子を「有声のえ声「1閉鎖者」(原夫は「え喉雲海者」である)と し,[?b][?d]と

えを己しているところからえれば,Pike抗を技用 していることがわかる。ただ,声門閉鎖が声帯を

振動 させるこ勃 より先に行われるため,「え喉基」とし,Pikeの声門閉鎖の[↑]を麦返 して[b][d]

の前にもってきてゑ北 していることがわかる。

しか し,或生1988では,ヤ に'1用されたPさLadefoged(1971)の北では右声の友谷からしか八我

子 と閉鎖子 をえておらず,八攻者と閉鎖者の親子方法の主いが明 らかにできなかったので,八荻

音の屯延 としては不的をである。

反門孝の八我者は,声輛をえ合に閉鎖 したまま,接頭下行重勤に伴い小を二下 し,そ の主気流

で声帝を振動 させて調音 される特有声無気の鼻音佐八我子である。小を三下することによつて

口腔への重路がP/R鎖されると同8キに鼻産への通路が輛次 されるため,鼻子化 しやすいのである。

これは反四告の八我子の特徴 であり,反 「]をの八我者の鼻子化の決め手でもある。なお,「イいを

xia。3 she2」とは「接 ひこ,口主主,態憂二」などに相 当するヤロ告の周拷であるが,発 者器宮の制

孝方articulatorであるを を豊想 させることができ,そして実際的にも反 P]袴の八我者の調子に

おいて調子方の勧 きをするので,本稿 ではこの月袴 を周いることにする。

反「母告の八我者の小を主下は,口 魅内に溜 まっている空気を本み込むことによって生ずる主

気流の助けを借 りながら張頭全体が下行するとともに′t をヽが二下するが,接 頭下行の強霜の友

合によって小を主下の開閉友が決 まる。主気流が強ければ,喉頭下行の力 もない。喉頚下行のカ

が強ければ,小を主下の開閉皮 も大 きいため,鼻者と も強いわけである。

的る者の[6]の場合は,商 岳によって腐鎖 を形成するので,口腔内の空気は一奉夕 く溜 まって

いるため,主 え流 も[6]は[d],[g]ょう強 く,接頭下行 を助ける力も強 くなる。徒 つて小を生下の

開閉皮 も大 きくなり,[6]のlP‐子と も一春強いのである。[6]とレLべて,[ごいまを先 と歯基で閉鎖 を

形成するので,口態内の空FeRは[6]の場合ほと
・
なく,空気の量 も夕をいため,主 気流 もやや弱い。

[す]の場合は扶 r7差で閉鎖 を形成するため,本 み基む空気の量はキ常に夕ないので,主気流 も一

ホ霜い。従 って,反「]袴の八我子の弁者との後打の順 を 6>ご>す のように示すことができる。

反「]告の[6]の調子豊を は下記のような次時で分析できる。

①的るによる閉鎖 を形成 し声rlをrtRじたままに,

→②口産内の空気を本み杢むように接頭下行 し,外えでは接仏が下がるが,

→③を根 と二下 した小を とのFeRに決めができ,気圧が兵に高 くなり,
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→④これによって生じる主気流で声帝を振動させる。

反門拷の八荻子[6]の告例を下記のように示す。

孝例  え 穐  [6esui](工 蜀奈)      島 台力 [96ei ttI] (いじみあう)

無柱柱 [6otutu](そうとはほらない) 麻 夫矢 [6a6unrio](微 突む)

赤を  [6ariok](麻 な)       ネ 身  [69ku]  (い とこ)

次は,反「R告の八我者[6]と日本告の荻裂子[b]をレL萩 してみることにする。まず鋼子の際のロ

腔での気流方角をえると,[6]が内行的ingressiveであるのに対 して,[b]が 外行的egressiveで

ある。[6]が鋼子の際,転頭全体が下がるのに対 して,[b]が転頭全体が もああげられるとい うな、

うに,調 子法が全 く主 う。次は,[b]は外行的であるため,強い攻裂 を行 うと同時によ友 りに微か

生態を伴 うのに対 し,[6]は 内行的であるので,E7を内の空気は転頭の方へ主沈するため,招 い

荻裂 を伴 うものの,全く無気である。同 じ右声子であっても,有声の交合 もと資もかなう主 う。

さらに,調子の際,[b]は脅るによる閉鎖 を形成すると同時に,鼻 腔への通路 も閉鎖 され,弁 者

と をもたず,弁 子化 しに くいが,[6]の場合は[b]とは主って,小 を二下のため,鼻産への重路

は閉友 されており,鼻子とが強 く,鼻子化 しやすいのである。

調音点でも反r]拷のE6]と日本拷の[b]に主いをえることができる。本えからは[6]も[b]も向

るによる閉鎖であるため,上る と下るが調子点であることは一日球然であるが,反 門告の[6]に

はもう一つ口産に鷲れてええない親子点が存在する。すなわち,挨 預部 に調子の際に接頭下行

と小を三下によって影嵐 される決めである。 この決めはをほ と小を とのFtqにできるものであり,

八我子の調者に大 きな役割 を来たすが,日 本告の[b]にはこのような調子点は存在 しない。

従 つて,反「1告をオが日本者の発者 を学どする際,日 本をのような右声の前岳我裂者[b]が反

Fl告にないため,日本拷の「バ,ビ,ブ,べ,ボ」の子者[b]を反 r]告の八我子[6]で代用 したり,式い

は調子法の同 じ無声黒気の我裂子[p]で代用 したりする間主いがよく純案 される。例 えば,分類

[bu■rui]を[6unrui]に,含4[bimb。:]を[6impo:]に,アルバ イ ト[arwbaitO]を[arupaito]のよう

に容音 したうする。一方,反「]告の[6 ]は,後 免に鼻母子が くる影響で,二下 した小をがさらに下

がって,口たへの通路 を閉鎖 されたキ気は弁たの方へ流れ出て,[ 6 ]は弁子化 し[m ]になる。これ

はまた反間を考考が日本告の本音を学習する際の日処点をえても分かる。例 えば,勉強[b e■k j o : ]

を[ m o■k j o : ] ,三分の一[s aほb u n n o i  t t i ]を[ s a m t t n■O i  t t i ]のように本音 したうする。そして後免

の母音が鼻音化 しない場合,とに[m ]が[ 6 ]になる場合 もある。例 えば,資南[●i t s i n O n ]を[●i t s u

6 o n ] , 6まん[ l o k t u m a n ]を[ l o k u 6 a n ]のように容子 したりする。

[m ] [ m ]は 的るの鼻孝である。IP Aの[ m ]とは必ている者であるが,4ヤ鼻子化 しやすい点では主 う。
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[m ]については,羅党では「商るの右声鼻音である」とのみ記述 されており,[ 6 ]との関係は示 さ

れていない。

反 P3拷の的るの鼻音[m ]は,前 述のとおり,八我子の[6 ]が後免する鼻母子の彰響で,親子の際

に二下 した小をが兵に生れ下が り,口座への通路 をほとんどえ全に閉鎖 して,キ気が会開 した井

たへの通路 を通って流れ出る通鼻の鼻子である。ただ し,口雄への重路がえ会に閉鎖 されなかっ

た場合は,一部のキ気が口産 を通って流れとるため,キヤに吹味 な[m ]となることもある。反 P]を

の[m ]は,日本者のマ行者の子者 とレL萩 してみると,的るによる閉鎖が秀 く,鼻たから流れとるキ

気の量は日本者のよリタなく,いわば鼻子化 した[6 ]と言ってもいい音である。

拷711 大 馬  [duamO] (ロセ辞する) 礼 純  [remaこ ]  (礼 儀)

拓煤皮  [tF u?m●t`uaO](た えを据る) え 銭  [mO枠 I]  (無 料)

名姓   [mla● I] (姓名) 八氏  [卜 inmI]  (人 氏)

[0] [0]は黒声右気の的る摩擦者である。IPAの[0]の調音とはほぼ同じ音である。

[0]については先行研究には記述が鬼当たらない。

反「8告の角摩摩擦子[0]は,声r]摩捧者[h]が円るの典を次母音の[u]に後免され,る の円めに

伴って次めができ,調子の際に流れ出るキ気が喬岳摩擦を生じてできた者である。これは日本告

のフの調子豊を とは全 くとがないくヾらい仏ている。

反'1告の[h]は摩捧の招い声関摩擦子であり,北 ま者の[x]のような摩捧の強い軟口主摩擦者

とは主う音である。としろ日本をの「ハ,へ,ホ」の子者[h]とは親者上,穂売上ともほとんど主い

を感じないほど仏ている者である。そして,日 本を と同じように,前をの次母音[i]が後免する

と,口主化をたこして[h]が[o]になり,果をの次母音[u]が後免すると,み子化 して[h]が[0]にな

る。兵に関る方吉などにえられる奥を決母子は反Pl告と[u]とは同じ円るの母音であるので,関

西方吉などのフはとりわけ反門拷の[Ou]に仏ているのである。

反門拷の[ゆ]の各例を下宅のように奉げておく。

孝711  知 忠  [tiゆ ui] (知 恙)

g先   [Ouiao] (豊 か)

31機に     [ゆun,Ia]   (31劣o

[Ouenttu]  (酒 とタバヨ)

[ゆuti98]  (会 場)

[ゆua●11]  (発 生)

姻酒

会場

会生

3.歯基子 [t],[t`],[ご],[n],[s],[ts],[ざ],[1],[r]

反門おの歯峯子は,北京孝 よりもむ しろ日本孝 に仏ている。結に辞 き子[r]が純客 され,そ の

親者は日本袴のラ行者の子者 とほとんど差がないところに特徴がある。

調者点を鮨か く分類すると,[t],[t`],[d],[n]は上の前歯の長に一春といところの歯基で調
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者 されるので,歳部歯基子とすることができる。特に[t]と[t`]はを先 と上の前歯のす く
｀
長の前

邦歯基とで閉鎖 を形成 して鋼子 されるため,共 を などのヤ共寄りの歯基の[t]とは主って,上の

前歯が欠けている場合などは反門者の[t]と[t`]の親子は閉鎖が しっか りできないため,はっさ

りした[tBと[t`]の子が得 られない。この点は北ま拷や日本客 に関 しても同 じことが吉える。

[s],[ts],[tざ]は北京告の[s],[ts],[tざ]の親子点よりやや後寄 りであ り,ほ ぼヤ共の歯峯で

鋼子 されるので,歯基子とするが,[1],[r)ょ上の前歯から一春室 く離れた,夜口主にといところ

の歯芸で調音されるので,後部 歯基音とすることができる。

[t] [t]は 無声無気の歳部歯基の攻裂子である。IPAの[t]よりは調子点はやや前寄 りである。

[t]について岳抗では,

フランスをのtにたべてすこし表化 している。しか し,北京の「終」や升陽の「同」

が[d]になるほどのようには軟化 していない。

と屯述 されているが,これは前述のこp]の軟化 を花述 したのと同 じ分析である。

北志告 では,「宝多![ta2 ta04]」をよ く[ta2↓a04]のょぅに本音 されたりして,無 声黒気の[t]が

[t]→[↓]→[d]のようにな子 される振衛が強いことからわかるように,鋼者の際に口た内の気圧

がな く,有 声化 しやすいのである。このように調子される[t]の者が有声化するほど軟化になる

のであるが,反 r]告の[t]は前述の[p]の場合 と同 じく,フ ランスをの実子の[t]ではないが,北

吉者の[t]→[t]→[d]のように右声化することはまずない。と しろ日本袴 の,枚口[akita]や吹か

い[atatakai],長仏[saitei],力[otoito]などの,袴 ヤにえられる「夕,テ,卜」の黒声黒気の子子

[t]とはキヤに仏ている。

反 Fl拷の[t]の各713を次のように本げてお く。

告例   を 頭  [tit`au] (右 の頭)

点滴  [tianti?] (少 し)

一帝  [ittai]  (一 帝)

れ本  Eaote]  (恋 本)

鮭友  [t`aitθ] (建 皮)

頭預  [t`autiコ] (頭 の天辺)

多1底  [kautui] (給 均)

士珍   [kamti]  (兵 ネ しい)

一ユ  [ittan]  (一 ユ)

宣得   [suantuan](宣 伝 )

電力  [tian卜 it] (電 力)

竹刻  [tiokk`ik](竹 の彫 り物)

[ t ` ] [ t ` ]は無声右気の前部歯基我裂子である。IP Aの[t ]の有気子であるが,調音点はやや前寄

りである。

[t ` ]について羅抗では,共袴のtの子にといと屯述 されているが,しかし,反門告の[t ` ]の銀音

点は前部歯基であるのに対 して,共拷のtはヤ共寄りの歯基子である。そして反門告の[t ` ]はを
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先と苛部歯基とで調子されるが,共告のtはを輪及び前を輸と本稿で言うヤ共歯基とで鋼子され

る。また,共袴のtを領者の際,るをやや欠さ去すようにして森転させるため,同じ有気音であっ

ても,子色がかなり室う(松井十枚1996,『業孝音声学一日本拷とのレL技による―[次寄版]』朝日虫

版社p23を参照)。これは共各苦力の日本体発子の間処点を見てもわかる。大化庁1982の『音声と

音声教育』p189によると,「 其拷の/t/,/p/,/k/は子締頭などで強い気子をともなって碁子され

る。それを日本をで使 うと,キヤに本人 くさくPJgこえるJと北されているが,ここの吉者の表塊の

如何はBllとしても,共告の右気音[t`]と日本告の[t`]とはかなり主う音であることが何える。

反門袴の無声有気の前邦歯基我裂子[t`]は声「ヨが輛友 されたよま,を 先と前部歯基とで閉鎖

を形成 して切者される子である。北吉をでは,「毎天[mei3 tr ianl](毎日)」や「谷堂[s12t`的2]を

どの[t`]は反門拷の[t`]とは同じ者である。日本告では,「大豊[t`aiho:]」や「争二[tr eioiu]」,

「点海[t`o:kai]」などの拷頭にある「夕,テ,卜」は普通,有丸子の[t`]である。このような日本を

の告頭にえられる有気の[t`]は反門告の[t`]とは同じ子であるが,た だ荻裂する際に友「]をの

[t`]のほうはやや絵い。したがって,反「]告告方が日本告の「夕,テ,卜」の本音を学習するに際し

てはほとんど関処になら/rい。

反門袴の[t ` ]の各例 を下毛のように本げる。

お例   封 頭  [ t u i t r  a u ]  (日の故)

推金  [ t ` u i n a ]  (接 摩治幕)

天オ  [ t ` I t s a i ]  (天 オ)

推進  [ t ` u i  t t i n ] (推進)

熱入  [duat`I] (暑 い口)

落本  [tr ute]  (お 本をする)

黄考  [tr apttia](売 方)

通信  [t`9コ oin] (夫 重)

[ご] [ご ]は有声無気の前部歯基の八我子である。IPAの[dと は怯 ているが,鼻子との八我子で

あるので,後先する弁母子の影響で鼻幸化する点では主 う。

[ご]については羅抗の宅述にはたちたらない。この子を羅抗は[1]と表亀 し,下記のように亀述

されている。

をがネらか く力が経めて打 く,脅ね」に残 されるオ気の通路が次 く,北京の[1]のようには

はっきうと聞 き弘れず,[d]にといを さえ聞こえることがある。徒 って,反門入は「を」の音

で共告のdの子を振 る。そして本国孝のヤのdで始 まる拷 を兵仏するとき,往々にして1で代

用する。

塊代反「]孝の「た」も[後u]と容者 されるが,経の1930年代前後は恐 らくまだ八我者の北述やえ

宅 も正式 をものがなかったので,八攻子 としての托述ができず,そ して攻裂子の[d]に仏ていな

がら,閉鎖が輌いことから,[1]と しか北述の しようが/Fかつたことであろう。

しかし,塊代でも,この者についての北述はまだキヤに暁味である。苦抗では,反「R方吉の「4Rl
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働者1には,同邦位の右声戒裂子が併存 していない」と北されながら,「1の閉鎖の成分が普通のね!

働者よう多く,時には閉鎖者に仏ている。間南告をオが共袴を学習するときにlateとdateをうま

く区ヌJできないのはそのためである」としているのに対 して,唐軌では下北のようにやや具なる

北述をなされている。

4Fl岳者1は反「8告のヤでもすでに閉鎖者dと併合 し,1-はd一の実子であると認めても

よいが,一部の考方が共通客の彰響を受けて,碁者は次第に共通孝の1-にとづいている。

反門拷のd―をよくれ春すると,共通告の1-とはやはり室う。反門拷のd―が発子されると

き,を先と夜口差との接急が夕く,を もわりと番振 していて,キ気は線1喬子のように岳

4Rlから流れ出るのではないので,基本的にはやはり閉鎖者的なd―である。

上北のように,を抗は/1/を子者としてたてて分析をなされているのに対 して,た抗では/d/を

者者にたてて分析をなされている。 しかしどちらも/1/と/d/について子顎的に分析 したのにと

どまり,音声の花■はえ分になされていない。ただ,上宅森党では1の調子について,「をがネらか

く,力が極めて弱い」としているのに対 して,店抗は「をもわりと番転 している」として,やや圭っ

た北述をなされている。

一方,ヤ鳴1977では,「/1/に該ちする音声は右声のを失我裂的側脅子である。調者に際して,を

失が森換 していて,かなり我裂子的で[d]にとい音声である。子韻益的には,有声の歯基攻衆者が

独立の頭子子孝者として存在 しないためにおこる舌声的塊象と解水 されるであろう」と宅され

ている。

いずれにしても,反崎告のこの子は複雑な音声乳祭を示していることがわかる。この子につい

ては前にも角まれたように,子声的には,有声の八我子[d]とその果子[■]のほかに,4Rl岳者の[1]と

辞き子のEr]とその口蓋化者[卜]が存在する。なお,間南方吉台湾告にも辞き子[r]が存在すると

の報告がある(堀常夫1993,『間南袴者張会』,北大吉告学所鬼報告第3テ)。

そこで,もうひとつ未解決のrOR基の音がある。晨Pらこdz]の記述である。先行所先をまとめてみ

ると,この[dz]は淳川客には存在 し,泉州告にはすでに[1]に次収されたとされている。台湾告に

はいわゆる「不津不来」の乳衆があると同じように,[dz]も泥用されている。ところで先行所先の

どれも直接反門袴苦方からこの[dz]をれ察することができなかったにもかかわらず,こ の子を

子子の体糸に入れている。本稿では前工のように次義の反門告の子子を鈴ずるが,争オの犯春及

び下記に'1用する夫献に指摘 されているように,次義の反門者には[dz]が存在 しないが,広義の

反「]をには[dz]は存在 している。

反門告内部の地域差

『反門方吉銅共』1993,p4より 牟 告登け,月長梶得恭,(江係教育虫族社)

反門告の内部の地残差は旧市緒区の距能とエレし例となる。旧市緒区にとければといほど,
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基が′t さヽくなる。1口市街区に離れるほど,とが大 きくなる。

す代の「未」,「日」の子子は市街区では併谷 して[ 1 ]と先む。同安では新1日間わず大多数は

「ネ」の子子は[ 1 ]と沈み,「日」の子子は[ d z ]と銃む。反P ]市の違郊では旧スは同安に同 じ

く,新派は市街区に同 じ。

市街医 同安  (衣 注 :同安は兵門箭るの船阜で,市内から北に弥20キロ)

瞬 lin tt dzin

離 li え  dzi

坊に  lua? 争ヽ   dzua?

上宅のように,今 までの先行所えでは不明を であったが,次 義の反P]告と広義の反「3拷の杭

念 を明台にした上で反門各 を翁ずるた要がある。らなみに反 F]市の出身方がい う反門袴は勿森

快義の反P]告であることは前にも角まれておいたとおりである。

ところで,反門告では上屯のとおり[dz]が[1]に次kさ れた塊余は現代反 幅袴の音声の事実で

あるからいいが,そ れについての音声学的 な分析が先行所えではまだどれにも鈴 じられたこと

は見当たらない。これについては日本をのヤで非常によ く似た音声塊衆が純泰できる。～孜h方

吉の71 1である。

わ歌th方までは,午乱方にもを考にも日本告のザ行子 をダ行 と泥同 して発者 されたり,式いは

ザ行者の本者ができず,ダ 行子で代用 したりする塊衆がえられる。 このような塊衆を本稿では

「ザダ泥同塊衆」と名付けよう。例 えば,

院 l i n  t t  l i n

離 l i  え l i

坊に lua? 姜ヽ   lua?

米塚  サ ザエ  →   サ ダエ

雑な  ゾ ーニ  →   ド ーニ

喜或  ゼ ンザイ →  デ ンダイ

[sadzae] →  [sadae]

[dzoini]→  [doini]

[dzendzai]→  [dendai]

となっている。一 日で分かるように,わ我t b方吉を方は有声の攻衆子[ d ]ができるが,有声の攻捧

者[ d z ]ができない。印ち,右声の摩捧子[ z ]が抜けて,我捧子[ d z ]が我裂者[ d ]になったわけであ

る。そ してザ行の拷頭にえられる有声の摩擦者[ z ]の容者はえ吉袴苦方にとっても難 しいようで

あることから,～ 孜い方吉を考にとってこの容子は一層難 しいことが子源1できる。日本拷のヤ

には,「あたたかい」[atatakai]→「あったかい」[atiakai]のように子者の黒声化による促子化や,

「丸残」[araisO]→[a卜iso]のように母子の庇なによる“々者などの現象が一般的に純春されるが,

わ歌dt方吉の子音月え法による「ザダ泥同塊衆」も実に果ネ浜い音声塊象である。

反「]告の[dz]が[1]に次収される現象は,まさにわ歌dt方吉の「ザダ泥同塊衆」に谷女 している

と言える。印ら,塊代の反「]孝孝方が有声の我捧者[z]ができないようになり,こ の[z]が施落し

た捨呆,[dz]→[d]→1になったわけである。これは[dz]と[d]と[1]の調子点を見ても同じ歯基音

であり,報告法をえても同じ布声子であることから,友 門者のこのような「z比お乳象」がえ分に
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考えられるし,抗明 もできる。ただ し,反「]告のこの[dz]は八次子的 な右声の荻擦音であったか

どうかはまだ先行所先にも花述が見 られない し,争 方の調査 もまだ不十分なので晰吉できない

が,そうであるとしたら,[dz]→[z]比法→ [ご]のように[dz]は[ご]になることが抗明できるし,そ

うでなかったら,[dz]→[z]比落→[d]か[1]かになるとも党明できるが,ただ,先行所えでは一様

に指摘 されてきたように,現代反門者 には右声の秋裂孝[d]が存在 しないので,[z]の庇落により,

[dz]は右声の4Rl喬者[1]にしかならないとの北明が三流であり,主坊であろう。

反門告の[d]は先行所先のいわゆる[d]にあたる音であるが,実 際の音声は有声の歯峯の鼻者

と八荻者である。これはえ述の[6]と後述の[g]とは子韻会的には6/m,ご/n,す角のように反門を の

鼻者と八我者の体 糸をなしている。/1/は今 までのえ行研えの茂未通 りにな主 した者者 としてた

てることができ,者声としては後工の想1岳者[1]と辞 き者[r]と[い]とがある。反門孝の[ご]は下北

のようにゼ己述できる。

反「8告の[d]は調者点はまず話部歯差がその一つである。この調者点ではをえ と前部歯基とで

Ptl鎖を形成する。もう一つ腱れた調子点が存在することは前述[6]の場合にも述べてある。印ち

鋼者の際,喉頭下行 といを主下によってできた果をからを根あたりと,次口主から小をまでの間

とで影え される決めである。この小をはまさに調者方であり,小をが下がるほど,八攻子の単子

とがな くなるのである。そしてヤ回のえ行研究では4南 島の間南方吉や兵方吉及びチワン告,べ

トナム袴 などに純泰 される八攻子を「え挨基子伐 張頭閉鎖子)」として乳述 されているのも,こ

の隆れた調子点 とその役割に注 目したからではないであろうか。

反門袴の[d]の調子重枢は下屯のような次時で分析 できる。

①前邦歯拳とをえによる閉鎖 を形成 し声Plを閉 じたままに,

→②口た内の空気を本み杢むように接頭下行 し,本んでは張仏が下がるが,

→③を根 と主下 した小を とのFaRに次めができ,気圧がやや岳 くなり,

→④ これによって生 じる主気流で声帯 を振動 させる。

[d]は商るの[6]よりも口た内の空間が次いため,気 圧がさらにな くなり,荻我がさらに招 く,

全 く黒気である。反門告の八我者を全体的に見れば,鼻者とは荷とのとおり小を三下にかかわる

が,八我者の調子そのものは喉頭下行にかかわるものであり,喉頭下行は強いほど入荻子の調子

はしやすいわけである。そこで,八我子の調子の「容易友」は後免する母音 との関係 もある。八我

子の喉頭下行はをはが果であり,ユつ広ければ広いほど行われやすいが,主 にを仁が話であり,

ユつ次 ければ次いほど,行われにくいのである。つまり,「忙[6a13](にしい)」のように,後免する

母子は果をの広母子[α]であれば,八荻音の鋼子が しやすいのであるが,「未[6i](米)」のように,

後允する母者は前をの次母音であると,入攻子の調子は しに くいのである。争考は八荻子の調査

で各験 したのであるが,前者の場合は聰光″P象でも八戒子として捕 らえやすいが,後オの場合は
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親子 しに くい上に,聴党レF衆では八我子 として捕 らえに く

反門告の[ご]の告例 を下記のように示す。

お例  え 氏   [ね コmI]  (浅 氏)   一 務

木処   [6idua]  (米 名)    害 人

笠作   [due?a]  (笠 )    を 板

いのである。

[枠ipごiap]

[duera13]

[dlaupan]

(一法)

(安とのセ眸)

(社長)

反P]拷の[ご]と日本拷の[d]をンL技 してみると,まず調者点での相主がえ られる。反 r]告の[ご]

も日本孝の[d]も同 じくをえ と苛部歯基とで閉鎖 を形成 して調子 されるが,ただ し,日本告の[d]

の鋼孝点は口た内ではここ一カ所のみであるのに対 して,反「]告の[ば]は兵に親者の降,接 頭下

行 と小を二下によって形成 される決めが第2の調子点として存在する。そ して,日本告の[d]が調

子の際に,を え と奇軒歯基で閉鎖 を形成すると同時に,鼻産への通路 も閉鎖 されるが,反「]おの

[ご]は調子の際に小を主下のため,鼻たへの重313は輔次 されている。

一方,反関拷の入孜孝[ご]と日本告の我犯者[d]の調子法の主いは前述の[6]の場合 と同 じであ

る。反 P]告吉方が日本告の「ダ,デ,ド」の本音 を学どするとさ,無声黒気の「夕,テ,卜」で代用する

間主いがよ く純案 されるのは,日本拷の「ダ,デ,ド」の子者[d]に仏ている反 門者の本子は鋼才法

の主 う八我者の[ご]ではなく,調子点が同 じ,ユつ調子法 も同 じ我裂子である無声黒気の[t]が一

春仏ているからである。例 えば,長 大[saidai]を[saitai]に,態 友[taido]を[taito]に,電 ■

[denoa]を[tenea]に,主 路[do:rO]を[toilo]に,同 時[do:乾i]を[to:浄i]に,坑 考[doku●a]を

[toku●a]のように容子されるわけである。

[n] [■]は右声の前部歯基の鼻子である。IPAの[n]に仏ているが,後免する単母子の影響で八

荻 子の[ごレ や鼻者化 して[n]になった点では主 う。

[n]については,羅党では有声の鼻子であるとしか北述 されておらず,他 の先行所鬼 も子韻鈴

的に[n]の条件及 び[1]との相補分布の関係 を示 したのにとどまり,そ の音声についての分析 を

なされていない。

反門おの[■]は,後免する弁母音の影響で鼻子化 した[ご]の子であると言える。これは[ご]の鋼

子重を を見ればわかる。[ご]の調子では,まずをえ と前部歯基で閉鎖 を形成 し,口 た内の空気を

本み杢むようにして張頭が下行すると同時に,小 をが主下することによって鼻腔への重路が閉

次 されたままになる。そこへ鼻母音が後免すると,主気元で声門が振動すると同時に流れ出るキ

気がそのまま鼻睦へと流れて出る。この際は口産への重3Faはえ会に閉鎖 されていないと,一部の

キ気が口腔へと流れてでることになる。唆味 な[n]の者が純泰 されるのはこのためである。

したがって,反「1告のキ者こn]は北吉告ゃ日本告の[n]のような範狩 な通弁の鼻者ではなく,催
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かながら一部のキ気が口店へ流れよる唆味 な鼻孝である。そして前述のEm ]と後との[■]も同 じ

ように,気流 も普通の鼻子のような外行的気流ではなく,八攻子のような特殊 な内行的気流であ

る。

反門告 の[n ]の告例 を下記のように挙げる。

(接摩治蒸) 歩 力  [n3卜 it]

依頼 [idai]→  [inaI](体 頼) 相 宕 [dantta]→  [ntatta](囲 う)

反 P]袴孝方が日本をのラ行子 とナ行音をキ習するとき,本 子その ものはたい して間処にはな

らないが,後 続する母子は様子「ン」の彰響で鼻子化 された場合や前後 に鼻子によ まれた場合 な

どは,ラ行子 をナ行子に碁子 されたり,主の場合はナ行子をラ行者に碁子 されたりする間ミいが

夕 (鬼 られる。印ち,後免する母子は鼻子化母子であると[n]になるが,口母音であると[d]にな

るのである。711えば,前 オの場合では,展覧会[tenlaokai]を[tennaコk`ai]に,勤シ[k`in10:]を

[k`inno:]に,新部[●iro:]を[linn6:]に,後方の場合,続念[gainen]を[gairen]に,千年[seinen]

を[seilen]に,孝訳[k`akwnin]を[k`aku卜in]のように容子されるなどがそうである。

[s] [s]は 無声右気の歯基摩擦子である。IPAのEs]である。

[s]について羅北では,「ほぼ北=告 の『希』の子者にとい。茂宕に表北すると[●卜]と表北すべ き

である」としながら,「この子者は,後免する母音が革範母音[i]であるとさと,[a][o][9][e][u]

[D]などの子の前にあるときは一律に[s]と坑む」と屯 されている。

上屯の[s]を「茂客に[|]と表托すべ きである」との屯述は違物ではない。[|]は[s]の口差化音

であるにすざず,音者 としては[◆]で↓Jを く,[s]をたてるべ きである。そ して,筆方の純客では,

後免する母子が前を母子[i]でも,ヤを母子[■]で も,[s]は一律に口主化 して[|]になる。

反 '1告の歯基摩擦子[s]は,調者点は反「弓告の前部歯基の[t]よりはやや後寄 りであり,上の前

歯のす く
｀
及から夜 口主までのほぼヤ共 く

｀
らいの歯基である。調者の際,をえがヤ央の歯基にシて

く決めを形成 し,姉からのキ気がこの次めを通って流れはる際に摩捧子がた きる子である。反門

告の[s]は北吉袴の「二嵐[sanl sui4](二浅)」や,「技安[soui suo3](棋々)」の[s]とは仏ているが,

日本告の「差[sa]」,「酢[si]」,「背[se]」,「租[so]」の[s]ともほとんど差が黒 く,日 本拷のサ行者

をキどするときに全 く困難 を感 じない。反門孝の[s]の各例 を次のように挙げる。

孝713 兵 水  [静 Isui] (き れい)

ウ3 7 1 3   恐れ寸  [卜 i n n a I ]

推全  [ t ` u i n a ]

(忍砧) 頭鵬   [t`aunaB]

演抗   [iensuat]

名燥   [kansau]

計算  [kesen]

仁所   [tsusua]

(頭朋)

( 努力)

(演抗)

(乾燥)

(オ年)

(仁所)

衆事  [kasu] (衆事)

故竹  [kisut]  (技 術)

財左  [tsaisan] (財 左)
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〈夕欽)

( ろくでなし)

[ts] [ts]は 黒声無気の歯基の荻捧者である。IPAの子者表には攻捧子が表北 されていない。

[ts]について羅党では,北吉告の「奔」の子子にといが,共者の[ts]よりはやや苛寄 りであると

亀 されている。

これに対 して,倉抗では,ts―,ts`―,s―のを住は北吉拷のts―,ts`―,s~より後寄 りであり,大 体

北志告のtsと捧の間には三するとお摘 している。

反「]をの黒声無気の歯基の我捧子[ts]の親子は,まずをえが前部歯基にちてて我犯者[t]の閉

鎖 を形成 して口雄内の気圧 を高め,肺 からのオ気で閉鎖を我 ると同時に,を えがやや後にずれ

て摩擦子[s]の決めを形成 し,キ気がこの[t]の荻裂によってできた[s]の次めを通って流れ虫る

際に無気の成捧子が聞こえる。そこで,[ts]の[t]は無気子であるため,有気の摩捧者[s]の摩捧

の子 もほとんど間こえない。反門告の[ts]は前をの次母者[i]が後免 されると兆ず口蓋化 をた こ

して[ts]が[海]なることから,[ts]の調子点は前邦歯基の[t]ようやや後寄 りのヤ共歯基である

ことがわかる。一方,北京告の攻捧者[ts]も奇をの島母音[i]が後免 されると口蓋化 して[ts]が

[捧]になるが,ヤをの次母音[■]の前にたてることから,調者点は店抗にお拍 されているように,

反「母拷の[ts]ようやや前ようの前部歯基である。例 えば,北ま告では「自己[ts■4みi3](自分)」,

「子女[ts■3.83](子女)」,「滋ネ [tsll uei4](味)Jなどの[ts]がヤをの決母子[a]の前にたつが,反

「母挙 では同 じ吉者の例 をえると,「白己[tsuki]」,「子女[tsudu]」,「滋ネ[tsu6i]」のように,[i]よ

りややヤを寄 うの[1]の前にはたてず,央をの次母音[u]の前にたっている。そ して,北吉告の「子

辞[ts■3 tan4](算ぇ)」を,反門袴では「子学[搾itan]」を言い,前を次母子[i]の彰響でをが者 ら上

げて[ts]が口主化 して[枠〕こなる。

一方,日本者の我秦者[ts]は反『]者の[ts]とはキヤに仏ているが,「勝つ[k`atsi]」の[ts山]の

ようにヤを寄 りの[8]の前にたつことができることから,僅 かながら,調子点は反門告の[ts]よ

りやや前寄 りである。したがって,反「]拷誘方が日本告のツの本音を学習する際,子 子の本者は

全 く南処にならないが,ヤを母音酌]の督行が間処になるのである。

反門告の[ts]の努例 を下花のように示す。

告例  炊 孝  [tsuetui]  (付 さ谷 う)  報 水   [potsui]  (療 告)

与主↓ [ratsam]  (駅 )      ,ミ 成   [oints9コ ]  (ヽ 成)

安全  [antsuan]  (安 全)   一 斉  [ittsue]  (一 弁)

温泉  [uentsuan] (温 泉)   火 災  [hetsai]  (火 災)

詮411 [ki3コ tse]  (絵 今1)    現 在  [ciantsai] (現 在)

前繰  [枠 insuan](苛 年)

登い  [tiosuan] (全 th)

夕欽   [tos3]

不二不コ  [putsanpusu]
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[ts`] [ts`]は 無声右気の歯基の我捧子である。[ts]の有気者である。

反「1告の黒声右気の歯峯の荻捧幸[ts`]の調子は,[t`]が有気者であり,調者の降,声門が閉い

ている点では主 うほかは,上記の無気子[t]の鋼者 とほぼ同 じである。

[ts`]の調者点をえると,北 京告や白本努の[ts`]はそれぞれヤを母子[■]と[由]の前にたつこ

とができるように前年 りであるが,反門拷の[ts`]やや後寄 うである。前をの次母音[i]が後究す

ると,それぞれ口主化 して歯基実口主子の[r]に なる点は共通 している。

反 門告 の[ts ` ]の各例 を下花のよ うに示す。

告711  痢 池  [tざ eti] ( トイ レ)

借冊  [枠 atぎe]  (本 を結 りる)

り聞  [tざ anaB]  (騒 く
｀
)

布牢   [potざ ui] (布 坊れ)

争私   [riコ tざu](虫 未る限 う)

外出   [コ uaざu]  (/1t法)

え理   [tざ u卜i]  (A理 )基夜  [kitざ o] (基礎)

継促  [tぎ ui冴o] (催 促)

[1] [1]は 右声の後部歯基のね」喬子である。IPAの[1]とは仏ているが,調子の際,をえに力を八

れず,キ気が全部をの線!喬から流れ出るのではなく,一部はをの上から流れ去ることもある点で

は主 う。

[1]に関する先行所完は前述のとおりである。ただし,唐党にお拍 されたように,反 門告の[1]

は「を考の間では北京者の影響で,本者は次第に北吉拷の1-に■づいている」。北まをの[1]は鋼

者点は反輌袴の[1]よりやや後寄 りであるが,調 者の際,をえに力を入れて閉鎖 を形成 し,守 気

がをの岳側 から流れ出て,はっきりした線」喬子である。例 えば,「繭花[lan2 xual](苗)」,「未路

[lai2 1u4](未歴)」,「本落[13n■31u04](皮 しぃ)」などのように,IPAの[1]とは全 く同 じ4Rl岳子で

ある。

反「1告の[1]は鋼子の際,まずをえ とをの長岳が後部歯基に基 くヨててを先に力を入れずに閉

鎖 を形成する,そ の閉鎖がゆるく,ユつをの的4Rlに形成するこ きFeRも次い。したがって,守 気が

をの的ねJを通 ると同時にたやす くをえのゆるい閉鎖 を我 って,を の上かられれとる。この場合,

その上から流れ出るキ気の力でをえが辞 く重勤 をすれば,第き者になるわけである。これは日本

拷のラ行子の子者の調者にキヤに仏ている。自本告の「ラ,ル,レ,口」の子者は銅子点 も後部歯基

であるが,調者の際,を先 とをの夏岳が後部歯基に軽 く当てて,を 先に力を入れずに後邦歯基と

でゆるい閉鎖 を形成する。そして,袴頚などでキ気の打い場合の親子は4Rll岳子の[1]が純春でき

るが,キ気の強い場合は幹 き者の[r]であり,キ気が非常に強い場合の鋼子はお、るえ者の[r]も純

泰することができる。日本袴の辞 き者の皮谷 を r>r>1の ように示すことができる。例えば,歌

銅の「ラ,ラ,ラ」などは側岳子の[1]であり,「ラムネ」や「ルビー」,「れ きし」,「ろれつ」などの拷頭
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の「ラ,ル,レ,口」の子者 も普通,傾!岳子の[1]である。慈 るときの「こら![kora]」の「ら」の子子[r]

は程友にもよるが,2口以上をえが辞 く長勤が純客 されるので,ロシア落 などのおぁるえ子[r]にキ

常に仏ている。その他の場合のラ行者の子子は普通,算き子の[r]が多い。

一方,反P]者の[1]と[ご]は,親子点はキ常に必ているが,鋼子法は全 く主 う。キ気は[ご]は内行

的であるのに対 して,[1]は外行的である。喉頭重勃は[ご]は下行的であるのに対 して,[1]は上昇

的である。そして[1]は右気の有声子であるが,[ご]は全 く黒気の打右声者である。

反 r弓告の[1]の告例 を挙げると次のようになる。

告例  狩 未  [み oコlai]  (狩 未)  拍 雪  [pr alui]  (宮 が特る)

身的  [lam130]   (男 )    、 理   [● imli]   (ヽ 理)

未林  [◆ inlin]  (未 林)  尺 覧会  [tianlamOui](泉 覧会)

[r] [r]は 有声の後部歯基の幹 き子である。IPAの[r]である。

[r]については堀常大1993では,

後免の母音が[i][u][9][Y]の場合には,を失の辞 き子([r]。ここでは[r]で表す)

に聞 こえることがあり,………他 の母音の前では,4Rl岳子のようである.つまり,

[r]・ ・・ [i][u][9][Y]の前.

[1]・ ・・ [e][a]の 前.

この辞 さ音の[r]と側岳子の[1]は,同一の子者/1/に該当するものと解来する。

と指摘 されている。これは台湾拷についての宅玉であるが,幹さ子のをこ■は非常に参考になる。

間南方吉内部 には夕かれ夕なかれ相ミ点がえられるが,八攻者 と拝 き子の存在することは長大

の共通点である。

反「骨告の辞 さ子[r]は上記の[1]の調子lg_程と全 く同 じであるが,ヤ 気がをの上から流れ虫る

体に,を先に力が入 っていないため,流れ出るキ気の弟いでをえが幹いて生ずる子である。ただ

し,キ気の勢いが強 くて も,日本勢の[r]のようなお、るえ子が純泰 されない。北吉袴 には反門告の

[r]のような容子がないが,日本告の「ラ,ル,レ,口」の子孝[r]とはほとんどとがないほど柩てい

る本音である。

反Pl告の[r]の告例 を下屯に本げる。

拷711 潟 増  [rautsui] (口 が海れる) 打 猫   [pr ara?]  (行 猟)

号人  [rueran](女 性がセ幸 をする)尿 オ  [ranttiao] (男 根)

力気  [ratk`i] (力 )     在 室女  [tsai,iettu](生 娘)

種類  [浄 Irui] (種 類)    旅 行   [ru● im]  (旅 行)

理論  [卜 irun]  (理 論)   依 頼   [irai]   (頼 ろ)
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4.歯基夜口蓋子 [浄,拝,|,,,卜]

反「目告の歯基夜口主者[浄,r,●,卜]はすべて口主化された者である。[浄,r,●]はそれぞれ歯

峯の我捧子[ts]と[ts`]及び摩捧音[s]の口圭化 した子であり,[ぃ]は[n]の口主化 した者である。

[い]は[r]の口主化 した者である。日本告にも全 く同じ口主化子が存在する。

[捧] [捧 ]は黒声黒気の歯基反口主の攻擦者である。歯基夜素子[ts]の口蓋化 した者である。

攻韓者[ts]と[ts`]の口差化 した歯基疫口圭子[捧]と[r]の北述は,羅抗のま妥な研ええ未で

あることは前述のとおりである。これはヤ国拷み″吉の所えにも大きな影響を及ぼした記述で

もある。ここでは羅党のこの研完成果を携用 させてもらいながら,[浄]と[r]の調幸lg_程を下北

のように分析 してみることにする。

反r]客の無声黒気の歯基夜口主我擦子[海]は,歯 基荻捧者[ts]の[t]と[s]がそれぞれ後免す

る前をの次母音[i]の彰響で希を輸がやや持ち上って,鋼 者点は攻衆者の[t]の前部歯基よりや

や後寄りの歯峯から攻口まの前部近 くまでである。鋼子の際,をえだけではなく,を瑞 も一劣に

歯基と攻口主の商部あたりに身てて鋼子されるため,歯基夜口主子の[お]であるが,[|]も鋼子点

は摩擦者の[s]の前部歯とよりも後寄りの歯基夜ヨまである。[浄]の調子は荻裂子の[t]も摩擦

者の[s]も口蓋化する子であり,今までの記述ではこのような[枠]を[t●]とえ宅 していたが,上

北の理商で[浄]とえ屯すべきである。

北ま告の黒声黒気の歯基表口主攻捧者[静]は反「早袴の[浄]とはキ常に仏ている。例えば,「結

酒[浄ie4枠iu3](汚を結 りる)」,「隼ヤ[みi2ts 9.1](隼ャ)」の[粋]がそうである。ただし,北 京

告の[浄」の鋼子点は穐北レP象では反門告の[浄]ようはやや前寄うであるが,こ れは後先する前

をの次母音[i]のを住が反門告の[i]よりやや帝寄うであるためである。

日本告の袴ヤの,無気子のように本子される「ら,ちゃ,らゅ,ちょ」の子子[力]も聴党レFゑでは

反Fl告の[浄]とはキヤに仏ている。711えば,「春地[bantti]」,「れ本[ko:枠a]」,「虎宙[●。:浄u:]」,

「おっちょこあょい[ol:loko枠oi]Jなどの拷ヤの[捧]がそうであるが,後 免する前をの次母音

[i]のを住は反門拷の[i]よりもやや後寄りであるため,同じ歯基反口蓋子であるが,調子点では

北吉袴の[捧]は一春前寄りで,日本拷の[み]は一春後寄りで,反「q告の[枠]は北=告 の[枠]と日

本告の[浄]のヤ間く`らいに住量する。

反「1拷の[枠]の拷例 を下記に示す。

告例  旭 減清 [6eitti?みi?](肥えている)な を  [↓iみi?] (豚 タン)

鬼捻  [kuiみ I]  (お 球 う)   天 丼  [t`I ttI] (ヤ え)

次哺  [h9み 1]  (哺 れる)   島 白浄 [36ei ttI] (握み合 う)

者未  [降 9■lai] (狩 永)   新 漸  [捧 amttam](新 く)
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[浮] [拝 ]は無声有気の歯基攻口主の我捧子である。歯基荻捧者[ts`]の口蓋化 した者である。

[浮]については羅先では,北吉告の「共」の子子にといと屯工 して,兵 に[ts][ts`][枠][r]に

ついてえ行研先を批判 し,下記のように指摘している。

この4つの子は決 して泥日しない。そして[a][o][o][e][u][コ]/rどの子の前では

一律に[ts][ts`]と先み,1の 子の前にのみ口主化(palatalize)の影響で[枠][r]

に変わるだけであって,共 拷のをえと前を岳泥谷のch[寸]とchh[ド]を以てこの

4つの子を梅拷すると,実際の吉拷とは掛け離れ豊ざたのではないか。

争をは経党のこの指摘に大いに祭成である。そして,日本告の「シ」と「チ」の表屯についても岳

党に指摘されたような宅述の間処がある。日本告のシとチの表宅については今まで実際の子声

とは十卜け離れていながら[∫]と[可]で表亀 してきた先行所えが多く,こ のような表花を自本を

教育にもってくると,ヤ 回告を方が工しい日本告の容者を学習するときの障害にもなりかねな

い。等方の母告である永ォ1方吉には[∫]と[J]が存在 し,共拷を学習するときには母袴オJ用でき

るが,日本袴を学習するときにはかえつて母告千渉となるのがその証拠である。

反『弓告の[浮]の親者重をは[静]とは同じであるが,声「]が全開したまま調者し,出友りにやや

強いヤ気の有気子である。反P]者の[冴]は日本袴の袴頭に塊れる右気の「チ,チャ,チュ,チョ」の

の子子とは同じ子である。例えば,「父[ritti]」,「チャーハン[ra:haN]」,「ヤ部[拝□:bu]」,

「らょっと[″otio]」などの[浮]がそうである。したがつて,反門努苦方が日本告のこれらの容子

をキ習するときに合 く困難を感じない。

反門袴の[だ]の告」llを次のように本げる。

お例  魚 刺  [Oiど i]  (魚 の予)   何 毎  [rikue] (泰 鶏)

秋天  [riut`I] (薇 )    魚 幹  [ci″ I]  (等 魚)

え持  [捧 i″i]  (え 持)    衆 悠  [iuttiu] (愛 悠)

,ヤ水  [r9コ tsui] (水 を浴びる) 祭 証  [rianttiコ](ビ ザ)

[|] [● ]は無声右気の歯基夜口主の摩擦子である。IPAの[その他の北子]に奉げている[●]の

子とは同じ子である。

[|]については羅抗では,[s]の記述にこの子について触れてはいるものの,子子えには挙げて

いない。他の先行研えもこの子については特に屯述されていない。しかし,E●]は[枠][r]と同じ

ように,それぞれ[s][ts][ざ]の口主化子であり,[s][ts][ざ]と体糸をなしている。このような

口蓋化子の体糸は北京拷にも日本拷にも存在する。

[◆]については首抗では下記のような指摘がある。

宍はsにも次い前を母子が後免すると口主化する塊衆があるが,今までsから分けた
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人はいない。………岳氏は[ s ]がわたり者の[ i ]の前でのみ口主化 し,しかし,口主化の

程友は[浄]と[だ]のように顕若ではないと考えるので,独立の[●]をたてなかったわ

けである。

上記の音党は者韻会で反Pl告の分析 をなされたものであり,捨 々,反「]告の/s/の具子として

も[|]を取 り上げなかった。無鈴,幸顎お的に考える場合,[●]は/s/の具子であり,者 者 としては

たてる兆要がないが,しか し,どんな者韻鈴で も,者声学的な分析 を翁拠 に しなければ,不備 を無

くすこともできないであろう。

反 P]告の[●]は,[s]が後焼する前をの狭母音[i]の影響で前を重がやや者 ら上げて,須 子点は

ヤ夫歯基から後部歯基と夜口主の前部あたりまでずれて,前を喬とで決 めを形成する。オ気がこ

の次めを通 って流れ出る際に,口差化 した[|]の子が聞こえる。塊代北吉努では,前 をの次母子

Ei]に後免 されると一般的に口圭化 して[●]となるが,一部では口主化せずに,共告 などに普通見

られるこsi:]のような子 も純泰 される。713えば,「喜炊xi3 huanl」は普通[◆i3xuanl]と容孝するが,

一部では[si3 xuanl]と本子されるの も純泰できる。と しろ日本告の「シ,シャ,シュ,ショ」の子者

が告頭拷ヤ南わず,反 P ]告の[◆]に仏ている。例えば,「猪[ i n c o i●i ]」,「統[ e a r i h o k。]」,「終味

[的m i ]」,「商学[◆o : o a k t u ]」などがそうである。これらの日本告の容子は反「月をを考にとっては困

難ではない。

反「]孝の[o]の各例 を下記に示す。

告例  身 体  [eintF e]  (体 )

者割  [● isu]   (☆ )

杯定  酌 li]   (主 う)

電風漁 [tianh98,1](漁風浅)

″せ残  [●i m t s 3●]  (ミ 茂)

去え  [ k ` i●i ]   (え ね)

を生  E h a u l I ]   (を い衆)

補校    [p。●ioコ]    (補墳)

[,] [,]は 歯基夜 口主の鼻子である。IPAにはこの子がないが,[n]の口主化 した子である。

[n]の口主化 した[,]の子は先行所完での花■はたちたらない。

反 Pl告の歯差夜 口主の鼻音[●]は,歯基八我子の[ご]が前をの次い弁母子[I]に後免 される場合

に,[ぜ]が鼻者化 し,さらに口主化 して[,]になる。この[,]の鼻子は聴北レF衆では北ま告の「体好

[,i3xau3](こんにちは)」の[,]と日本をの「日本E,ihoN]」の[,]とは非常に仏ており,反Pl告のキ

者のヤで一春俺搾の重弁井子にitい鼻子である。なぜ なら,前工のように,前をの決母音に後免

されると,八攻子の親子が しに くく,内行釣 をキ気もキヤに招いからである。そして,[,]に鼻母

音[1]しか後統せず,この[I]のを住が[i]よりも前であり,反門告 のヤでは,一春次い前を母音で

ある。ただ し,反門袴の鼻子子の後にたず弁母音が後続する点は北吉拷 にも日本告 にもないとこ

ろである。主に言 うと,反門拷孝宕が日本をのナ行子をキどする際,弁子そのものの発者よりは,
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鼻子に後免する母音を卑子化 させるのが間えであることを子刈できるわけである。

なお,本稿では,口主化鼻子[,]と夜 口主鼻孝[p]をそれぞれ次のような条件で使い分ける。ロ

主化弁子[,]の場合は後続する鼻母音が[γ]しかなく,夜口主鼻子[コ]の場合は後免する単母者は

[I]とその他の鼻母子による空母音であるのが条件である。例 えば,後述のように,こIa],[Iau],

[13]の前に乳れるのが夜口蓋鼻子の[p]である。日本袴 についても同 じ考えである。「二[,i]」は

口主化鼻音であり,「ニャ,ニュ,ニョ[pa][J町],[,o]」は夜口蓋卒子である。なぜ なら,親者点を筑

泰すると,後究する母音が前をの次母音であると,調子点が後部 歯基うた りであるのに対 し,後

先する母音が央をであるか,広母音であると,を根が下がるのにつれて,調 子点 も後部歯基より

後にずれて,夜口主になるからである。

反「]告の[,]のを例 を下屯に挙げる。

搭例  堰 鬼  [,I● i] ぐ矢め技す)

[卜] [卜 ]は有声の後部歯挙の辞 き子である。IPAには子者えにこの子がないが,辞き子[r]のロ

主化 した子である。

[卜]については先行所えの北述は鬼ヨたらない。

反 P]告の歯基子[い]は調子点は後部 歯峯であり,[r]とは同 じであるが,鋼子 される際に,後 免

する話を次母者[i]の影響で,を先 と前のを協が夜 口主の方へ持 ち上がり,や やEl蓋化 した子に

なる。北吉善 には[r]や[卜]のような辞 き子は存在 しないが,日 本拷の「り,リャ,リュ,リョ」の子

子は後続する前をの次母音[i]の影響で普通,口主化する。日本拷の口蓋イと子は二十孝図のイ次

者によ く続泰 されるのがそのためである。そして,辞さ音で本音 される日本書の「り,リャ,リュ,

リョ」の子子では反P弓告の[卜]と区房Jがつかないほどキヤに仏ている。なお,本稿では,口主化 し

た辞き子を[1 ]と[r ]を合わせた[卜]を用いる。なお,日本音声学会19 7 6の『音声学大幹共』(二惨社)

p 3 7 3にも「ラ」行子者として[卜]を本げているが,本稿との梅念がやや主う。

反F]告の[卜]の告例 を下記に示す。

袴例  柔 軟  [卜 i u r u a n ]  (柔枚)

た上  [,It`9]  (上 )

封年  [tuiぃ1]  (周 年)

ユタ乃 [tau,こ ]  (三 孝し)

任今  [卜 i m 6 i。]  (を 令)

鯉魚  [い ioi] (鯉)

次氏  [kaihum] (夜 良)

他力  [卜 in卜it] (能 力)

た始  [ , I k o ]   (た さん)

口蛉  [ tざa O , I ]  (端 掛)

湊字  [ h a 1 3 9 1 ]   (湊 字)

染布  [ ,こp 9 ]   (布 を楽める)

烹本高t  [卜 imna圧]  (烹 冬而t)

自然   [tsuい ian]  (白 水)

梅念  [kai卜 iam] (杭 念)

を主   [k`ak卜 it] (を 立)

日本   [い itpen]  (日 本)
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5`攻口主者 [o,p]

反輌者 の夜 口主孝[o]と[♪]は,そ れぞれ[h]と[n]の口主化 した者であるとも吉えるが, しか

し,前述の[|]と[,]をレLべると親子点は兵に後キ リの夜 口蓋であり,そして[●][,]のように,苛

を岳が夜 口主の方へ もちあげるのではな く,を全体が夜 口豊へもらあげて調子 されるため,月R部

1984によると,「それ白身の調者が口蓋化 と同一であるから,こ れらの子者が口主化 されるとい

うことは,普重いわない」(月R部1984『音声学』pl10を参照)。

[|] [c]は無声右気の夜口差摩捧者である。IPAの[0]とは+常 に仏ている者である。

[0]の記述ついては羅党ではえ当たらない。店乳には次のような記述がえられる。

h―は範搾の無声の声門摩擦者である。調子される降,筋内の客張部仁は転頭部に

あり,次 母音と,uの前にくるときだけ,次 母音の影響でを根が上昇してはじめて,

x―にとい子が調子される。

しかい,実際の子は倉党が指摘するような挟口主摩捧子の[x]ではなく,調 子点が前の反口主

摩擦子の[●]である。ただ,このような夜口主摩擦子の[0]が北京告には存在 しないため,北 吉拷

誌オが日本袴のとの容音を学習するときに,軟 口差子の[xi]のように森者したりするreR主ぃが

よくれ泰 される。それに,ヤ国拷の北吉拷以外の北ガ″吉にも反「弓告の夜口差摩捧者[o]のよう

な子子が続泰されなぃことは,ほとんと
・
の方吉の/h/は軟口主摩擦子の[x]であり,反門をのよう

な声r]摩捧子[h]ではないからである。この[|]は反「目告の音声の特徴の一つであると言えよう。

そして,日本告のヒの容子は反門拷苦方にとっては全 く困難ではないことからえても,反「母告の

前をの次母音[i]に後免される[h]の音声は,倉 抗の扶口差子の[x]ではなく,夜 口蓋者の[0]で

あることがわかる。ただ,え吉の一部でも「ヒ」の本子ができなく,「シ」で代用することがよく間

かれるが,幸方のれ秦では,「ヒ」を代用する「シ」は孝通の[s]の口主化 した[|]ではなく,や や日

るであり,鋼子の際,前を輸が夜口主へ角かってもちあがるのではなく,前 を喬の的繰がもらあ

がり,そ して「前歯の後に小さい空洞ができるので[∫]的な子色を有する」(月R邦1984,『音声学』

p88を参照)。例えば,「る[,iei]」の「シ」は子るの[●]であるが,「あのしと[ano F ito]」の「シ」は子

るの[|]ではなく,キ子るの[∫]である。

上述のように,反「1袴の[O]は,声P]子[h]が前をの狭母孝[i]に後究され,を全体が夜口主のほ

うへ者ら上がり,前を岳と喚口主との間に決めができ,キ気が流れよる際に生ずる夜口蓋の溶捧

者である。反門者の[0]の親子豊程は日本告のし[Oi]の調子重程 とは全 く同じである。そして,

[h]が円るの奥を母音[u]の前にくると,る子化 して[0]になるが,このを孝化 した的岳摩擦子[0]

ももちろん北吉告には存在しない。これは,北=客 及びヤ回告北方方吉にはる歯者の[f]が存在

し,[h]が存在 しないことと,反門おや聞由方吉には[f]が存在せず,Eh]が存在することとの関豊
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とがあることは考えられる。そして,ヤロをの南方方吉のヤでも,兵方吉(蘇州祷)や學方吉(広泉

孝)以外の方吉での,[ f ] [ h ]泥同呪象を併せて考えると,日本告のハ行子の歴史的 な交化 との芸

点があるように考えられるが,これについては他 の桟会でお じたい。

反P]おの[o]の袴例 を下記のように示す。

告例  魚 疑  [oi◆ip] (魚 のヒレ)

[♪] [p]は 右声の反口差のキ者である。IPAの[P]とは似ているが,反「]者の[,]は八孜者[ご]の

鼻子化をである点ではIPAの[p]とは主 う。

[JIBについては先行所鬼の北述には鬼ちたらない。

反「]客の[P]は[,]とレしべると,調子点はやはり後寄 りの夜 口主である。もちろん後免する鼻母

者が[,]の場合の[I]ではなく,下記の告例 に奉げているように,EIa],[IaB],[13]である。すなわ

ら,鼻母音[I]の後に尭に英をの[8]か広母子の[a]がきて,[ia],[IaB],[lu]のように童母音とな

ると,をが央を と広母音の影響で[I]の後部 歯拳より兵に後の夜口主へもらあがって鋼子するた

め,基本的には[n]の口蓋化子であるが,調者点は[,]よりも後寄 りの夜 口蓋であるので,本 稿で

は夜 口差者 と認める。これは前述の反 口主者の[|]とは果なるところである。反門告の歯基攻 ロ

蓋鼻者[ぃ]と夜 口蓋鼻者[p]の鋼者重程 は日本告の「二」と「ニャ,ニュ,ニヨ」の親者重を と非常に

仏ている。日本をの「二」の子者は後先する前をの狭母子[i]の影響で口蓋化 して[,]になるが,調

者点は後邦歯基であり,夜口蓋ではない。 しか し,「ニャ,ニュ,ニョ」の場合は後免する母音がそ

れぞれ[ja][ju][jo]であるため,その影響で前を喬が兵に夜口主へ もああがって調者するため,

調者点は実 口蓋である。基本的にはやは リロ主化者であるが,調子点が夜 口主であるので,夜 ロ

主鼻者の[p]と表宅 してもなんのと しええもない。しか し,「二」の子子を攻 口主鼻子[p]とえ亀す

るのは的確ではない。なお,日本告の[ニャ,ニュ,ニョ」の表宅については,後免する半母音[j]は

わたり子であり,経済とのためそれぞれ[Pa][J加][,o]と表北できるが,反 門孝の[I]は容者時FaR

が長 く,ユつ一定 しており,日本告の[j]のようなわたり子や半母音ではないので,下北告例のよ

うに表屯するのが主力である。反P弓拷の[コ]の告例 を下屯のように示す。

拷例  姑 転  [k9,IB] (惨主女) 二 白

振興  [海 iコoi■](振 染)

現在  [oiantsai](塊 在)

習慣  [oitkuan](習 慣)

義ナ  [prapau]  (譲 ナ) 額 Ⅲ

員結  [捧 Iコia3] (け あ)  八 子

」1録  [Oun,Ia]  (ユ 1傑)  原 料

狗え狗弟 [kauoiaBkauti](不託4t間)

形式   [oiコ ●ik]   (形 式)

鉄身   [oianoin]   (扶 身)

樹幸   [riuOia]   (本 の音)

[ne♪13]

[「akun]

[,IaBコa]

[。こaplau]

(100g)

(ネッカチー フ)

(八)

(原料)
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6 .軟口蓋子 [k , k ` , o ,コ]

反「]告の款口蓋子は普通,軟口差と央を岳で函鎖 を形成 して調子 されるが,[す]と[ o ]の場合は

次口主だけでなく,小をが三下 して第2の調者点とも吉 うべ き決めを形成 して鋼子 されるところ

に特徴がある。

[k] [k]は 黒声無気の文口主の攻裂子である。IPAの[k]の無気者である。

[k]についてる抗では,フ ランス告のcの夜子ようはやや文化するが,北 =告 の「袴」や升陽の

を し吉音の「求Jの子音ほど扶化 していないと北述されている。

[k]の調者点は果を輸と笑口章であり,口産の英であるため,後免する母子の影響で[k]の調子

点もずれる。おをの次母子[i]が後究すると口主化はたきるが,[ts]→[浄],[s]→[●]のように主

う音声になることはまずないので,本稿ではf律 に[k]とえ北する。前述の[p]と[t]のように,反

P]告の[k]は北吉者のような右声化がた さない。例えば,光京袴の「h谷 [sanlとu3](占ハ)」,「″い

狗[●ia。38。u3](子夫)」,「打蝙え[↓a38er3](げっょが出る)」などに鬼られる右声化の[↓]がそう

である。しかし,反P]告の[k]は有声化はしないが,[k]に対点する右声の荻裂子[ご]が存在 しない

ため,反 門告苦方が日本告を学習するとき,日本袴のガ行音をこの無声無気の[k]で代用する間

主いが多くれ案 される。例えば,ミ河[uttga]を[uコka],学生[gakwsei]を[kakusei]のように発音

したりする。

反門拷の[ k ]の告例 を下亀に示す。

告例  考 え  [ k ` u a n k i a n ]  (え える)

理解  [卜 i k a i ]    (理 解)

病感  [ t F  cコk a n ]   (痛 建)

コ牟  [ e i k u i ]    (口 牟)

禁上  [ k i m t t i ]    (禁 上)

各 白  [kaki]   〈 各 白)

Elメと     [卜i tk983]    (Elメ色)

作衆   [ts9kka] (作 家)

古代   [k3tai]  (古 代)

計算   [kesen]  (計 算)

[ k ` ]  [ k ` ]は黒声有気の軟口主の我裂子である。IP Aの[ k ]の右丸子である。

[k ` ]については経抗では,共ちのkの音に仏ており,ヤ 国告のほとんどの方吉の[k ` ]の坑み方

と同 じであると屯述 されている。

反円おの[k ` ]はまず典を脅と軟口差とでFt R鎖を形成 して調音されるが,後 続する母音によっ

て鋼子点の住重が前後にずれたり,子と もナ し交わったりする。前をの決母音[i ]がくると,調子

点は後邦夜 口蓋近 くであり,やや口主化 した子色になる。広母子[c ]がくると報子点は反 口主と

軟口主との現 に住重するが,一春央をの[u ]がくると,親者点は一春奥の扶口蓋である。前述のよ

うに,[ k ` ]の口蓋化子 と言っても鋼子点はかなり典であるため,口蓋化の程友は弱いので、本稿
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では特71 1に次わないことにする。一方,反F ]努め[ k ` ]は日本拷の拷頭にえ られる力行者の有気者

とはキ常に仏ているため,反' 1拷を考 にとっては力行者の学習は画処にはならない。 しか し,北

吉客 にはEr主化の「キ」[k ` i ]に仏ている者が存在 しないため,「キ」の学習は北吉告告方には難 し

いことを予源1 できる。

反 「3告の[k ` ]のお例 を下北のように示す。

拷例  未 客  [ l a i k ` e ]    (本 家)

困難  [ k ` u n■a ]    (□ 詐)

開始   [ k ` a i●i ]     (開 始)

未去  [ l a i k ` i ]    ( さようなら)

萩麦  [ k ` a a i ]    ( わ りと好 き)

普歩   [k`oご au] (苦 力する)

を主   [k`ak卜 it] (孝 立)

力気   [ratk`i] (力 )

歯科   [k`ik`e] (歯 科)

航空  [h9コ k`9コ] (航 空)

[す] [す ]は有声黒気の枚口主の八攻子である。IPAの[g]とは仏ている子であるが,弁音性が後

い点では主うところである。

[す]についての記述は先行所完には鬼当たらないが,羅 党ではこの子を有声黒気の秋裂子[g]

とえて,「を根と扶口主との接触は経 く,荻裂の力が霜 く,共告のgよりも軟化 している。)っ かり

すると往々にして[■]と泥同して閉こえることがある」とお摘されている。その他の先行所完は

羅抗を建えた成呆は鬼当たらない。

反「弔告の[g]は前工の[6]![ご]と一劣に[6][ご][g]のように八我子の体糸をなしている。そして

対点する鼻子はそれぞれ[m][n][コ]であり,[6/m],[ご/n],[g角]のように表壱こすることができる。

反「]拷の[g]は親者の際,まずを根と軟口主との閉鎖を(第1調者点)形成 し,声田を閉じたまま

にして,咽頭た内にある佐かな空気を本み基むように接頭全体が下がう,さらに小を主下してを

根とのPaRに決め(第2鋼子点)ができて,久圧がやや島くなり,こ れによって生ずると気流によう

声帝が振動する。ここでは,小を主下により,弁産への通路が輔友 されたままになるため,鼻子化

しやすい点は前述の[6][ご]の場合と同じである。

反Pl告の[す]の報子重をは下花のような孜陪で分析できる。

①を根と軟口主による閉鎖を形成 し声門を閉じたままに,

→②咽頭産内の空気を本み基むように挨頚下行 し,本鬼では張仏が下がるが,

→③小をが二下してを根と次めができ,気圧がやや高くなり,

→④これによって生ずると気流で声帯を振動させる。

[g]の調子はこ6][ご]ようも難 しく,4南 島海口・夫3方 吉のように,[g]は無声無気の軟口主孝

[k]に代用される振角が鬼られる(未新史1995を参照)。1

反F3告の[す]のを例を下北に示す。
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袴 例 月え  [す e角間]

西オ  [m鶴 陣]

我   [す ua]

工拳品 [kawep`in]

方吉  [hθ ttian]

鎮行  [的 nhaコ]
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(月)

(前歯)

(わた し)

(工芸品)

(方吉)

(銀行)

牛公  [gukaコ ]   (海 牛)

十二   [tsap"]  (十 二)

偽    [gun]    (私 たら)

行苦  [ha13giap]  (☆ 界)

技券谷  [k`attauttia?](食 重)

外国人  [guak9kla,] (本 国人)

[ n e 1 3 1 ]   (二 人 )

[浄ianllaB](前後)

[コOhoコ] (え る南北ヤ)

[コats。]  (ぉ と務o

[tau133●?] (夫 二)

[o] [。 ]は右声の軟口主の非子である。IPAの[コ]とは仏てぃるが,反「]拷の[コ]は範粋 な重鼻

弁音ではな く,八攻子の[『レミ弁孝化 して[口]になった点は主 うところである。

[o]については岳党では,疾オ十の「我」,「午」,「た」などの子者の碁子 とは同 じであるとされてい

る。一方,倉抗では,b―,d―,9-が非子化母子の前に塊れるとき,鼻子の成分 をカロえるとm―,n―,けに

なると'己室 している。

反門袴 の[0]は前述の[m]と[n]の場合 と同 じょうに,先行研先では[コ]と[す]との関係は示 され

ているものの,音声学的にその調子の電程 を明亀 されていない。反「]拷の[コ]のキ者との決め手

は小を生下であることも前述のとおりである。[■]の鋼子重を は声帯振動 までは[す]とは全 く同

じである。英を壺と扶口主とで閉鎖 を形成 して,咽頭産内の空気を本み基むように喉頭下行する

とともに,小を二下 して,非魅への重路 を輔次 されたままになる。接頭下行の力と小を主下で高

められた気左 とで生ずる空気流が声帝 を振動 させ,キ 気は後免するキ母者の彰響で小をがさら

に主下 し,全輛にとい卒産への通路 を通って流れて出る。ただ し,二下 した小をは口座への通路

をえ会に閉鎖 していない場合,[■]は唆味 な鼻子になるわけである。一方,この[0]が存在するこ

とによう,反 「]拷孝方が日本告のガ行井濁者の[〕a,均i,柳,コe,コO]を学どするときにほとんど囲

弟 を感 じない。

反F母者の[コ]の告711を下屯に示す。

告例  派 料  [8uapat]   (原 料)   的 4El

春挨  [t`uiDta]  (穴 春する) 前 後

午た  [コ oau]    (午 後)   二 方

夜枠  [。 lpe]    (コ ィン)  雅 座

決真  的 確?ts`ai] (お 無 を来 る)三 夫

7.声「]音 [ h ]

反「]おの[h ]は亀梓 な声門子であるのに対 して,北ま告の/h /な文口主摩擦子の[x ]である。 し

たがって,及「]告の[h ]はと しろ日本告の[h ]と同 じ音である。前述の反「1袴の[h ]のる子化の[0 ]
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も残 口主子の[●]も日本告 に同 じ者が存在するので,反門拷考方が日本告のハ行者を学どする際

に北吉孝を考 とは主って,何ら口薄 を態 じない。

[h]について羅抗では,声「1の無声の摩捧音であり,疾州の「海」などの子子にといと北 されて

いる。た抗でも,h―は能汁の無声の声「]摩捧者であると北述 されている。

上毛の先行所完の北主 どおり,反門拷の[h]はIPAの的声帝で調子 される黒声の声P]摩擦子[h]

とは同 じ子である。

反門告の[h]の考例 を下屯に示す。

告例  洛 済浴場 [haipiniktIB] (海 水浴場)  航 空  [h38k`0コ ] (航 空)

好右   [hok`a3]   (き れい)   今 回  [haOto13]  (契 者々)

裟士   [hosu]   (右 雀婦 ,右裟士) 花 半   [huetざ au] (花 年)

火崇   [hetざ a]    (マ ッチ)  浅 容   [kihue]  は 会)

8.孝締未子子 [船],[■],[o],[p],[t],[k],[?]

反 r母孝の音締未子子は,各頭にたつ頭子子とは主 うところは,頭子子はすべてはっきり爾こえ

る外荻幸explosiveであり,子締未子子はすべてほとんど聞こえない的我子implosiveである。

ここでは,imp16SiVeについては,内攻者 と八攻子の二つの矢告があるが,内我子のimp10sive

は本攻者のeXp10siveに対 して用いる。八我者implosiveはPike1943,p.91やChoコsky―Halle1968,

p.315などの用告 である。八攻子はまたsuction stopとも吉 う。この八攻幸に対するのは次 出幸

ejectiveである。

反西告の者節未子者について羅抗では下丸のように屯述 されている。

反「]告の子伸未子子は,キ子の[―m]卜n][xl]の二種類があるのと,閉鎖者の

[―p][―t][―k]の二種類があるが,疾lltlの子に仏ている。ただ,[―p][―↓][―k]は

[p][t][k]の部住につ くたけ,顕 孝な我裂 をP418こえず,内夜子であるにすぎず,

本シの外攻子ではない。この六個の者伸未子者は苦 し吉音のヤでは,[―m][―n]

[~13]の大半は半弁孝[を]に交わる傾角があり,[―p][―t][―k]の大半は,声 Pl閉

鎖子の[?]に交わる傾向がある。

一方,た抗では,閉鎖子の子締未子子の発者は電 く,尋 方吉(残州1)の―p,―t,―kのようにはっき

りと聞こえないと指摘 した。他 の先行所えではほぼ羅魂のえ解 と一致 している。

現代疾P]努の子伸木子子は上述の[m],[n],[o],[p],[t],[k],[?]のをつであるが,反「ヨ袴の鼻

母子が子節未子者の[m][n][D]の鬼落 との関豊や,幸締未子子の同化作用assimilationなども果

味本い問処 であり,他の機会で定キ述べてみたい。

反「]袴の者神未子子の各例 を下宅のように示す。
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am   的芽          tam  冴こ           kam   セト           ham   詢す

an   tt          tan  tt           kan   や争           han   韓

aコ れ      taコ  え       k制  ゲ       haD 杭

ap   返医          tap  塔←           kap   ン)           hap   ・▼

at i3_     tat tt      kat tt      hat 均

ak tt     tak え       kak tt      hak 者

a?  輸        ta? 踏        ka?  マ        ha?  合

9.者伸主孝印],こも]

牟者の[m]と[8]は者締主ヤ印]と[も]をなすことは,反P]袴の特徴である。先行所完では例外な

くこの塊察についての亀とが亀されている。ただし,子締主子の酌][も]と鼻子の[m][■]とは音声

的にどう主うかは論 じられていない。

反門客の子締二十の印]と[も]の発子はよくれ客すると,八 攻子から鼻子化 した[m]と[〕]の本

者とはやはり主う。前述 した通 り,h]と [コ]はそれぞれ八我者の[6]と[す]の鼻者化 した者である

ため,一 部のキ気が口産を通って流れて虫ることもあるように,唆味な鼻子であるのに対 して,

者伸主子としての印]と[均]は八攻者の単者化者ではなく,範非な通鼻の鼻子である。

反田拷の印][も]の拷711を下記に奉げる。

[甲] 口 母重   酌 t`o■] (だ め)    楊 権  [浄 IB甲] (th/1■)

寅花妊  [6ueou叩](花 えり姿さん)花 去  [Oue甲]  (昔 み)

媒人   [h甲 16均] (媒 的人)

熟熟け母炊声 [h甲?h甲?甲tsue●Ia](熟 って声を出さない)

[台] 威 院  [oih均 ]  (劇 場)    決 P] [om均]  (マ カオ)

反「骨  [em均 ]  (反 Pl)    治 坪  [a?1均]  (輸 の9P)

黄抜作的 [もsおah9] (格 的)    的 毛作 [hЭtta] (イ い的)

上述の反P]語の子音を付えの「反門告子十分布え」によとめることができる。

10.おわりに

以上のように,反門告の子者体糸について,音声をヤミに先行所鬼をPgKまえて分析をしてみた。

反F]者の母子の体系や声調の体糸などについてはそれぞれ,朱 新史1991,『反「弔袴 と日本拷の子

声のた技』(名古屋大学『人夫科学研え』第21子)や朱新史199ど,『反P]をと日本をのアクセントに

関する一考泰』(麦知幸院大学教春部絶妥第42基第1子)などで工べたが,ま だまだ浦足 しなけれ
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ば/rらないところがたくさんある。しか し,なによりも乳代反 P]告の者額体 糸を給 じなければな

らない。このために兵なる調査をまね,谷料 をえ実 させ,先行所え を重潟無 くれ野に八れて論 を

進めたい一ヽである。

なお,本稿 で使用 されている者声屯子は下北のように原Яl的にIPAに従 っている。

[ ]:音 声 例 :[6][m]

/  t子 者     例 :  6 / m

[ ` ] :右 気孝    例 : [ t ` ]

[ル] :弁 母音    J 1 3 1 [ a I ]

[ 3 ] :声 親     7 1 3 : [ n i 3  x a u 3 ]

[ t ] : [ t ]の有声化  例 : [ t a 3 ]

[ 3 ] : [ i ]の黒声化 例 :[ kとk u ]
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[ 付表 ] 左 ' 1 袴音神 分布表

な い戸 守 I  t t ( ゼロ戸守 を確 いて, 予舌 ( c o n s o n a n t ) のことであ り, 舌I P ″頚 子 者 ( I n i t i a l ) I と示 し, 額母W E t i , M  t i 子守岳J 子( a s y l l a b i c
で, か母 ( M e d i a l ) 口と示 し, V Ⅲよ子伸主子 ( s y l l a b i c ) で, 主母 子 ( P r i n c i p a i  V o w e l ) V と示 し, E は子帝ユ 子 に夜発 す る音争こ! 子か音F P 未手
子か 子伸こJ 古■き帝未 子書か の どれか で , 転た ( E n d i n 3 ) ●と示す。と I : ①～④ の屯 子は核 夢す る湊 字が祭 い こ と を示 す。と1 : 及r l 去牟
をの [ p ] と, と に の鼻 号 [ ●] は使 生 のため j 分類 せ ず に■ 音 [ n ] のね にユ く。

ak

a?
親

au?
こ3?

iau?

iao

iak
ia?

ua?

衆 1 底
後 1 亀

空 1 次

紅 1 友

F t  i 八
六 1 庄

皆 1 衛
妄 1 表

閥 1 列

徒 | を

t 3 1 嫁

モi半
幾 | や
渚 1 接

宅 1 接
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